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概要

概要

 不規則な診断と治療、資源配分の不均

衡、情報の伝達不足、治療効果評価システムの

深刻な遅れなど多くの問題が現在の医療シス

テムに存在し、業界全体の持続的な健康で安定

した発展を厳しく制限しています。同時に、医

療開発の促進に参加し、医療体験を最適化した

い多くのテクノロジー企業、科学研究機関、社

会保障機関がどこから着手するのを苦しんでい

ます。医療業界が包囲された理由は、主に、伝

統的なクローズドシステムがクレジットメカニ

ズム、流通メカニズム、および利益分配メカニ

ズムを不合理にしたり、欠落させたりするとい

う事実によるものです。具体的には、研究価値

が極めて高い医療資源は合理的かつ順応性のあ

る方法で利用できず、医師の心にある医療診断

知識の普及・共有が困難です。実際これらは人

の生活の質の向上や人々の豊かさの向上に効果

がありますが、さまざまな理由で、業界ではア

クセスできない宝物と見なしています。

 徹底的な思考と研究を通じて、EZ-Doctor

は医療産業の基本的な価値体系を形成し、知

識、データ、算術力の三大価値キャリアを明確

に定義し、「思考投影」システムを提案して、

オントロジー認知とデジタル世界の間の変換の

ためのチャンネルを開拓しました。ブロック

チェーンとスマートコントラクト技術を利用し

て、価値の流通プラットフォームを構築し、

デュアルトラック貨幣経済システムを設計し、

医療価値階層を拡大し、医療産業チェーンのす

べてのリンクにエネルギーを提供し、連続的な

流通と拡大経済循環システムを形成します；医

療産業の複数のリンクの周りに、エンパワーメ

ント生態レイヤーと革新的な生態レイヤーを含

む完全な生態システムを確立し、生態引力を形

成して、医療産業の新しいモデルと新産業への

転換とアップグレードを促進しています。これ

に基づき、EZ-Doctorはさらに、複数の利害関

係者の合理的かつ公平性を保証し、その効率的

かつ安定的な運営を支援するために、オープン

で透明性があり、効率的で持続可能な開発ガバ

ナンスシステムを提案しています。

EZ-Doctorプロジェクトの誕生と発展は、医療産業信用システム

構築のための新しいプラットフォームを提供するだけでなく、医療

知識の取得と繰り返す方法、データ交換と共有を再構築し、プラット

フォームの参加者全員が共同革新と試験実践を通じて世界医療システ

ムの構築と発展を高速で推進するプラットフォームとなり、全人類の

幸福を向上させるためのより雄大な推進力を提供しています。
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用語

用語

〓グローバルな医療資源の均質化：これ

は、世界のさまざまな国や地域における医

療資源の平均的な分布特性です。このうち、

医療資源とは、医療サービスを提供する生産

要素の合計を指し、通常、空間、医療施設、

設備、知識、スキル、情報などが含まれま

す。均質化の意味には4つの側面がありま

す。

• 供給側の均質化：医師や病院などの医療

機関は、より多くの患者に医療サービス

を提供できます。

• 需要側の均質化：患者は距離や地域な

どの客観的要因の影響を受けなくなり、

ボーダレスでフラットな医療環境を形成し

ます。

• 医学知識の均質性：国境や差異なしに大

量の医学知識が共有され、医師の再学習

を提供するため、多くのデータやース提供

します。

• サービスの均質化：患者の体験を提供す

るための医療サービスの均質化です。

〓民主医療: 患者中心。 患者は医療プロセ

スに積極的に参加しています。自分のデータ

を完全に理解して習得し、医師と判断しま

す。医療サービスを完了するための医療モデ

ルです。

〓ユニバーサルヘルスカバレッジ：ユニバー

サルヘルスカバレッジは、2013年に国連に

よって提案された概念です。その目標は、す

べての人々が大きな経済リスクや貧困のリス

クなしに必要なヘルスサービスにアクセス

できるようにすることです。

〓医療データの相互運用性：2つ以上の異な

る医療情報システムまたはシステムモ

ジュールが効果的にデータを交換し、交換さ

れたデータを有意義に使用できます。

〓大規模な医学研究のコラボレーション：

世界中で、医療データと医学知識の共有と

交換を通じて、より多くの機関と個人が医学

研究のコラボレーションに参加できます。

〓階段式ビジブルデータ交換：医療データ

によってプライバシー保護の重みは異なり

ます。医療データ情報の機密性とセキュリ

ティの要件に応じて、医療データは異なる暗

号化やその他の技術的手段を使用してデータ

交換を実現します。交換プロセス中の交換

されたデータは利用可能ですが、データの

ユーザーには見えません。

〓思考投影：認知コンピューティングに基

づいて、オントロジ認知からデジタル世界

へのマッピングブリッジを構築し、医学知識

の実行、コミュニケーション、推論、意思決

定、計画学習、反射、監督などの高次行動を

実現し、医学知識の思考投影の自己進化を支

援して、より価値の高い医学知識を広く利用

できるようにします。

〓医療知識計算化：認知計算に基づく医療

知能技術を使って、コンピュータ記述言語

を用いて、臨床実践のエビデンスに沿っ

て，医師の知識を自動化された契約書に抽
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用語

出します、すなわち、医療知識の計算化を

行うプロセスです。

〓許容差データクリーニング：許容値の重

複データや無効なデータを削除し、データ

の整合性を確保し、その完全性と正確性を

確保し、データの品質を向上させます。 許

容差データは、データ構造の違いによって

異なる意味を持ち、テキストデータの場合

は意味的に同一のデータを意味し、画像/動

画などの構造化されていないデータの場合

は、符号化形式や解像度を変更したり、回

転させたり、ウォーターマークやテキスト

などの画像／動画データを埋め込むことを

意味します。

〓六面体データモデル：画像、音声、ビデ

オ、テキストなどの非構造化医療データの

表現を統一することができる非構造化デー

タの統一的なデータモデルです。このモデ

ルは、非構造化データの構成要素を記述す

るために6つのファセットを使用し、これら

の要素間の本質的な関連を記述し、ここで6

つのファセットは、データの基本的な属

性、意味的特徴、データ特徴、交換特徴、

動的特徴、および生データを記述していま

す。

〓PROforma：　意思決定システムをサポート

する知識、認知モデル、言語を記述する開

発環境です。それは数学形式の表現を通じ

て、完全な設計、テストと医療過程を制定

する操作ツールを提供し、医者の編集と臨

床の意思決定支援と補助システムの使用を

サポートしました。

〓対話式スマートコントラクト：医療診療に

おける医療相談、スクリーニング、診

断、治療、リハビリテーションのプロセスに

満たすために、EZ-Doctorは中間レベルの実

装を使用しており、スマートコントラクトを

より多くの設計用語に対応させるだけでな

く、スマートコントラクトが相互作用能力を

持っており、計算知識をうまく表現し、医療

業界のニーズをよりよく満たすことができま

す。

〓スーパーノード：分散化されたデータ、計

算力とアルゴリズムの効率的で信頼できる交

換を完了するために、EZ-Doctorは、データ

スーパーノード、計算力スーパーノード、ア

ルゴリズムスーパーノード、監査スーパー

ノードを含むスーパーノードを設計しまし

た。 その中で、データスーパーノードはブ

ロックチェーン上の効率的なデータアクセス

を確保するためにブロックチェーンに分散型

スーパーデータベースを提供します。計算力

スーパーノードはブロックチェーンに非中心

化スーパーコンピュータを提供し、効率的な

分配の算術要件を満たすために使用されま

す。アルゴリズムスーパーノードはブロック

チェーンに知識計算可能なスーパー仮想マシ

ンを提供し、データセキュリティを確保する

ための知識の有価交換を完了します。 監査

スーパーノードはブロックチェーンに医療

データ監査の仮想専門家を提供し、データ交

換中のデータを保証します。



〓エンパワーメント生態レイヤー：EZ-

Doctorエコレイヤーの第一層であり、

データレイヤーを介したデジタル資産の

自由な流通を可能にし、ヘルスケア業界

をエンパワーメントします。

〓イノベーション生態レイヤー：EZ-

Doctorエコレイヤーの第二層であり、あら

ゆる種類のヘルスケアビジネスにおける

DAppsの開発、応用、促進を刺激し、ヘルス

ケア業界の継続的なイノベーションを促進

し、最終的にはヘルスケア業界のビジネス

モデルを再構築することができます。

用語

8
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背景

明らかに他の業界より遅れており、その

10%から20%の潜在価値しか実現していま

せん。医療情報化が最も進んでいる米国で

も、8%の電子カルテしか運用されておら

ず、設置されている医療ビッグデータの

応用目標は達成できませんでした。医療

業界は相対的に閉鎖して保守的な古い業界

として、医療業界の特殊性は医療データが

業界の発展を促進する中で多くの問題に直

面する挑戦を招いました：

健康権は基本的人権であり、医療サービスは基本的な公共サービスとし

て非常に質素な行動目標があります。一人一人はどこにいても、経済的

な困難に陥らずに体面と効果的な医療保健を受けることができます。 

しかし、世界保健機関（WHO）と世界銀行（World Bank）による2017年の

報告書[1][2]では、保健資源の分布と保健サービスへのアクセスについ

て、世界的に憂慮すべき状況が明らかになっています。

• 全世界の73億人のうち、半分の人が基本衛生サービスを受けられないで

す。

• 全世界では約1290万人の医療従事者が不足しています。

• ヨーロッパは1万人当たり323人の医師、41.7人の看護婦を持っています。

エフリカでは一万人当たり24人の医師、10.7人の看護婦しかいません。

テハラ以南のアフリカと東南アジアの状況はさらに深刻です。

• 低収入と中低収入の国では、最も裕福な母親と赤ちゃんが必要な妊娠中

産婦と子供の衛生介入サービスは、最も貧しい母親と赤ちゃんに提供でき

るービスの4.5倍です。

• 一秒に3人が医療費の支払いで極貧に陥っています。毎年8億人が衛生支

出のために深刻な財政困難に直面しています。

医療資源の分布の不均衡、品質の不均

衡などによって、健康権は極めて不平等

な権利になりました。数百万人の人が医療

サービスを獲得しにくい、あるいは獲得し

にくい医療サービスの価格が高くて、品質

が心配です。

全世界の医療の発展の不均衡の問題に

直面して、医療の大きいデータと人工知

能の技術は大きな期待が寄せられます。

しかし、マッキンゼーの評価報告による

と、医療業界のビッグデータへの応用は

背景
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ビッグデータの整合性要件と医

療データの断片化の矛盾

他の業界に比べて、医療業界はデータ

の整合性が高いことが求められます。医療

ビッグデータの定義は、基本的には健康状

態、生活習慣、治療行動、遺伝子情報、メ

ンタルヘルス、環境因子データなど、個人

のライフサイクル全体を対象としていま

す。しかし、世界の健康データの大部分

は、医療機関や関連分野にまたがる「デー

タサイロ」の中に散らばっています。異な

る医療機関や関係機関間での効果的なデー

タ交換や共有は難しいです。 例えば、政

府系保険会社、製薬会社、医療機器サプラ

イヤーのデータは互いに分離されており、

効果的に統合することができず、医療デー

タの整合性が不十分な状態になっていま

す。

データ権の構成が複雑で個人のプ

ライバシーに有効な保護がない

医療のデータの出所はわりに多くて、

多方面の知識と知恵の貢献があって、その

権力構成は複雑で分けにくいです。また、

過度に中心化された医療データ管理モード

においては、医療データの使用に対する追

跡とコントロールが不足し、個人のプライ

バシーデータの濫用、患者のカルテや診断

記録の改竄などの問題が発生しやすいで

す。同時に伝統的な保存方式の安全性がよ

くないです。一部に問題が発生したら、

データの安全が挑戦され、個人のプライバ

シー医療データが漏洩されます。

医療知識の爆発的な成長のた

め、深い共有と流钱が困難です

爆発的に増加した医療知識とデータは

すでに人間の脳の処理能力を超えてお

り、医師がすべての関連情報を総合して

診療方案を決定するのは難しいです。同

時に、静的な医学知識の蓄積時間が長く、

形成後の抽出が困難であり、十分な共有と

流動を行うために資産化が困難です。これ

はさらに資源分布の不均衡による地域医療

水準の違いを激化させました。また、対応

する支援技術がないため、一方向の医療

知識が形成した後、他の医療従事者が参

加し、知識を統合して、医療知識システム

の自己改善を達成することは困難です。

時代の発展と科学技術の進歩に伴い、

ブロックチェーンとスマートコントラク

ト技術の出現は医療データの信頼できる

交換、資産化と深い共有に新たな視角と

構想をもたらし、安全で効率的な医療資

源、医療データの相互接続が可能になりま

す。ブロックチェーンは技術面から客観的

で改竄できない医療データを作成し、追跡

と制御機構を使って医療データの信用と医

学知識流動プラットフォームを構築しま

す。同時にスマートコントラクト技術は医

療知識の計算化を実現することによって、

その流動と共有を促進し、地域間の医療治

療レベルの差を縮めます。次世代の情報技

術で人類の健康福祉と生存品質に対する新

たな追求を引き起こし、医学分野の第二次

情報技術革命になります。

背景
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EZ-Doctorプラットフォームは技術システムに基づいており、医療データ

の所有権、使用権、実行権を区別し、正式な方法でスマートコントラクトを形

成および検証して、データの信頼できる交換と視覚的な医療知識の共有を実現

します。ビジネスアプリケーションによって推進され、さまざまな医療機関と

さまざまな国の医療システムの間の境界を打ち破り、全体的なグローバルな医

療レベルを向上させました。経済システムからのインセンティブは、さまざま

な組織、伝統的な医療情報システム、物事のインターネット（IoT）健康機器

がプラットフォームにアクセスでき、プラットフォームの健全で秩序ある運用

を維持するために使用されます。生態システムによって推進され、マルチソー

スの異種資源の価値を十分に活用し、知識の保存、交換、評価のための有機的

な成長環境を提供します。同時に、強力なコアチームと資金提供組織の支援に

より、プラットフォームは着地し、整然と成長していきます。

EZ-Doctorプラットフォームは、医療データの信頼性の高い交換・共有、可視

化医療知識の交換・共有といった業界の痛点をターゲットとし、各医療機関

をデータのノードとして利用することで、全世界範囲の医療データの安全な

交換、共有、制御可能な伝播を実現します。 

背景
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目標
  医療情報化・ビッグデータ化ブームの下、

医療ビッグデータは爆発的に増加してお

り、複雑な高解像度の医用画像データからス

マートウェアラブルデバイスからシンプルな

リアルイム医療データまで、あらゆる種類タ

のマルチソース・ヘテロジニアス医療

ビッグデータが急速に成長しており、医療保

健分野は最も急成長しているデータ分野の一

つとなっています。その膨大な量と複雑な種

類、リアルタイムで生成された人間の医療の

デジタル画像は、病気の予防と制御、新薬の

研究開発、世界中の頑固な病気との戦いに大

きな役割を持っています。

EZ-Doctorは、形式化されたスマートコント

ラクトの作成、検証、および実行を使用し

て、医療知識の可視化、共有、相互作用、お

よび使用状況の追跡を行い、医療知識のライ

フサイクル全体での信頼性の高い共有を保証

します。

    医療ビッグデータは、重要な基礎的な戦

略的リソースであり、現在の医療パズルを解

くための重要な試みです。 医療業界は常に

データ化が進んでおり、この生態環境の中

では、診断や処理のほとんどすべてのことを

データ化することができます。 同時に、病

状の診断に対しても長期にわたり大量の科学

理論の探求と実践の検査を通じて支持しな

ければなりません。ですから、カルテから

似たような症例経験（医学的な知識）を得る

ことは、医師にとって最良の学習方法の一

つであり、その時にエビデンスに基づいた

医療が誕生したわけです。 医学と情報科学

は過去数十年間の相互交差融合のもと、医

療情報化から現在のビッグデータ主導の精

確医学まで、情報技術は医療方式と方法の革

新を推進しています。医療データは実際には

新しい生産要素になりました。

EZ-Doctorは医療業界の知識や医師の医療専門知識、病気の診断や治療のプロセスをセマン

ティック情報を持つ視覚的なスマートコントラクトを生成して、他の医師や医療機関の診断判断

をサポートします。このようにして、医療ビッグデータや医療知識の流通と普及が大きく促進さ

れ、医療データの価値が無限に増幅され、世界的な医療資源の不均衡に十分に対処できるように

なります。

EZ-Doctorは信頼できる、安全、共有の便利さ、決済が便利、監査が完備されており、医師

が症例データ、診断結果、同行知識など多くのデータを使って診療サービスを完了するための柔

軟な仕組みを提供しています。患者のプライバシー情報と医療機関のデータ安全をより良く守る

ために、EZ-Doctorは完璧なプライバシー保護メカニズムと監査追跡プロセスを制定しました。ま

た、難症例に対して、各権威医師からの診断を受けて、診断と治療効果によって、最適な治療方

案の医師に直接料金を支払うことができます。プラットフォームの診療対象と診療知識の貢献者

はいずれも最大の利益を得て、プラットフォームの持続可能な発展を維持して、三勝の効果を得

ます。

目標
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技術体系

デザイン コンセプト

医療データと知識価値の最大化を実現する

ために、EZ-Doctorプラットフォームの設計原

則と設計構想を決定し、プラットフォーム全体

の技術アーキテクチャを構築しました。 

デザイン原則

データの流通や共有はデータ産業の発展の

基盤となっていますが、現在のデータトランザ

クションは、データそのものの特殊性や、現行

のデータトランザクションモデルの仕組みが不

十分であることから遅れています。データ交換

ブロックチェーンは、トランザクションの両側

の間のデータの安全かつ効果的な流通を促進

し、データの流通の管理と監視を実現し、デー

タ提供者の正当な権利と利益を確保することが

できます。

• 医療機関のデータ資産における利益の保護

 ブロックチェーン技術の誕生により、医療

データの集中保管が変わりました。権限レ

ビューとデータ検証を完了するための組織構

造を構築することで、仲介者を排除し、デー

タのセキュリィを高め、時間とコストを削減

する新しいモデルです。所有者のデータは

共有しながら、所有者の利益を守る必要が

あります。

• データ共有チェーンの長期的な健全性

を確保する。

ブロックチェーン独自トランザクション定

量化メカニズムにより、データ使用者と所

有者がそれぞれ必要なものを取り、初期の

交換ダイナミックを形成しています。その

長期的な健全な発展を保障するために、プ

ラットフォームは技術的にデータ交換のイ

ンセンティブを実現し、ノードとデータを

持続的に活性化させます。

• 医療専門家の知識が有効かつ迅速な流

通を確保する。

医療と健康分野におけるビッグデータの

分析と発掘を通じて、病気や健康に関する

重要な医学知識のエビデンスを得ます。伝

統的な知識形式を突破した上で、スマート

コントラクトに融合し、ブロックチェーン

技術で急速な流動を推進します。

EZ-doctorはブロックチェーンに基づいており、新しいスマートコント

ラクトアーキテクチャを採用して、医療業界向けの信頼できる技術プ

ラットフォームを設計および実装します。データ交換と医療知識の流通

の促進をコアタスクとして、データの所有権に影響を与えずに信頼でき

るデータの交換と処理を革新的に実現し、機密データを厳格な保護の

下で完全に流通し、データの価値を無限に増幅することで、グローバル

な医療リソースの均質化を実現します。

技術体系



14

デザインのアイデア
プラットフォームの設計目的を確実にす

るために、設計原則に従うという前提の下

で、技術システムの設計アイデアは主に次の

ポイントに基づいています。

• データとリソースの普遍的な資産化。

データ資産とは、企業や組織が所有または

管理しているデータリソースで、将来の経

済的利益をもたらすことができるもので

す。 すべてのデータが資産であるわけでは

なく、制御可能、測定可能、および実現可

能なデータのみが資産になることができま

す。 データ資産の実現可能な属性を実現

し、データの価値を反映するプロセス、つ

まり「データ資産化」です。 同時に、企業

や組織のストレージ、コンピューティング

パワー、知識などを活用して、プラット

フォーム上でその価値を実現できます。

• データとリソースの信頼された交換。デー

タの価値を認識した上で、データ制作を核

としたビジネスモデルの中で、データや情

報をレンタルして販売する市場は広く存在

します。 プラットフォーム取引ルールと価

格基準の指導のもと、データ資産の流通を

実現し、データ取引の構築とセキュリティ

の向上により、データ資産とリソース資産

の取引プロセスを加速させます。

• 医学的な知識の計算可能性と執行可能性。

コグニティブコンピューティングに基づい

た形式化されたスマートコントラクトの使

用は、医療上の機密データの共同コン

ピューィングと異種リソースの統合という

問題を完全に解決し、医療知識を譜面のよ

うに記録、計算、実行、測定できるように

し、医療業界におけるブロックチェーン技

術の応用のための新たな解決策の道を切り

開くことができます。

技術アーキテクチャ

異種データとは、その特性に基づいてプ

ラットフォームに接続されたシステムのヘル

スケアデータの総称です。これらのデータを

効果的に使用して分析し、隠された情報をマ

イニングすると、医療の健康管理をより適切

にサポートできます。病院の情報化の過程で

生成された大量のマルチソース異種データか

ら高品質のデータを選択する方法は、医療お

よび健康データのマイニングと分析の最も重

要な問題です。 EZ-Doctorは、思考投影の概

念を使用して、現実の世界とデジタルの世界

の間に橋を架け、バリューインターネット上

のリソースと資産の定義、保存、転送、変換

を実現し、バリューインターネットービスと

従来のインターネットサービスの融合を促進

します。

チェーンベースのデータ資産化、データ

処理、データストレージ、データ相互作用、

およびデータセキュリティは、プラット

フォーム全体の技術的コアです。EZ-Doctor

は、ブロックチェーンコンセンサスアルゴリ

ズム、生態トポロジー、バリューネットワー

クプロトコル、コラボレーティブ融合コン

ピューティング、および上位層アプリケー

ションエコロジーのいくつかのコア問題にブ

レークスルーを試み、ブロックチェーンとバ

リューインターネットの幅広いアプリケー

ションの促進に努めています。データ処理に

は、医療プロセスで生成された数万の医療

データがオブジェクトとして使用されます。

ビッグデータの特性と大量の医療非構造化

EZ-Doctorプラットフォームは、マルチ

ソースの異種医療および健康データにア

クセスし、医療機関、専門家、および患者

に高速な知識伝達を提供します。

技術体系
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データに基づいて、データ処理と意思決定

プロセスは、データを効率的に保存、クエ

リ、および分析するように設計されていま

す。データ資産化は、独自のビジネスおよ

びデータ特性に準拠し、ビジネスと密接に

関連するデータ資産化システムを確立しま

す。プラットフォームは、ビジネスアプリ

ケーションと組み合わせたデータ資産化の

プロセスで、データの価値を維持および増

加するだけでなく、莫大な経済的および社

会的利益ももたらします。

データセキュリティ保護とは、データ

「使える・見えない」というコア要件を実

現するために、データの切り分けや分類、

データの暗号化、プライバシー保護など、

データの流通のセキュリティをサポートす

るためにプラットフォームが提供するセ

キュリティ機能を指し、データの切り分け

や細かなアクセス制御を強化しています。

ブロックチェーンベースのスマートコ

ントラクトには、トランザクションの処理

と保存メカニズム、さまざまなスマートコ

ントラクトを受け入れて処理するための完

全な状態メカニズムが含まれ、トランザク

ションの保存と状態プロセッサはブロック

チェーン上で完了します。 自己成長する

スマートコントラクトの生態システムにお

いて、ブロックチェーンスマートコントラ

クトのプログラム可能な方法により、コン

トラクトライブラリが使用価値を生成でき

ます。開発者にインセンティブを与えて、

より良いライブラリを作成すると同時に、

産業用アプリケーションの着地の難しさを

軽減します。可視化スマートコントラクト

プラットフォームを活用することで、医師

や専門家に診断プロセスや医療知識を形式

化する手段を提供しています。

技術体系
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チェーンテクノロジー
EZ-Doctorは、医療データの高い信頼性、

使いやすさ、セキュリティの要件を満たし、同

時に医療データの効果的な利用を実現する分散

型医療データプラットフォームです。EZ-Doctor

によって確立された医療知識共有エコロジーは

ブロックチェーン技術に基づいており、データ

のプライバシー保護とデータストレージにおい

ての利点を発揮します。

チェーンの役割
EZ-Doctorはブロックチェーンをベースに世

界の医療資源共有のプラットフォームを構築

し、ブロックチェーンの新技術を利用しなが

ら、そのアプリケーションシナリオを十分に検

討し、プロジェクトでは現在および予想可能な

問題にマルチチェーンで対応します。

〓 決済チェーン

本質的には、ブロックチェーン技術は、第

三者に依存せず、自身の分散ノードを介して

ネットワークデータの保存、検証、伝達、交流

を行う技術ソリューションです。したがって、

金融会計の観点から、ブロックチェーン技術は

分散化した大規模なネットワーク簿記と見なさ

れ、誰でも同じ技術基準を採用して自分の情報

に加入し、ブロックチェーンを延長して、各種

の需要によるデータ入力を継続的に満足させる

ことができます。

ブロックチェーン技術による分布式決済メ

カニズムの展開は、たとえばEZ-Docorシステム

における各主体間の決済に適用し、大きな管理

コストを削減し、決済の効率を高めることがで

きます。伝統的な取引先の中で、各取引は当銀

行で記録しなければならなくて、まだ取引相手

の銀行と決済する必要があるので、スピードが

遅くて、コストが高いです。ブロックチェーン

技術による支払いは取引双方によって直接に行

われ、中間機構には関係なく、ネットワークの

一部のノードがダウンしてもシステム全体の運

支
行に影響がありません。ブロックチェーン技

術に基づいて共通の分散型取引契約を構築

し、アクセス参加主体にグローバルでリアル

タイムで決済サービスを提供し、お支払いが便

利になり、コストも安くなります。

EZ-Doctorはブロックチェーンでデータ交

換と知識共有の過程での支払いはステーブル

コインをサポートする必要があります。EZ-

Doctorのタスクの一つは知識製品化であり、知

識生産者が知識を有料の製品とサービスに転化

し、ユーザーに価値を提供することを助けま

す。知識は製品やサービスに変えてこそ、ユー

ザーが問題を解決してこそ、価値の移転が実現

できます。

EZ-Docorは縦方向に知識、データの価値伝

達過程を考慮して、決済チェーンを簡潔で効率

的な方法で支払い、決済、清算過程を完成しま

す。

〓 カタログチェーン

開発ブロックチェーンの応用はもっと多い

のはその分散化と改竄できない技術を利用しま

す。この二つの特性はブロックチェーンの応用

技術を世界人の前に進めることに成功しまし

た。インターネットの世界では、サードパー 

ィプラットフォームのサーバに大量のユーザー

データが格納されており、これらのユーザー

データ資産はプラットフォームの市場価値を上

昇させているが、ユーザーはボーナスを享受し

ていません。ブロックチェーンは価値ネット

ワークとして、チェーン上のすべてのデータは

ニーズが存在あるため、資産として定義されま

す。ブロックチェーンが一番上手なのは生態シ

ステムを作ることです。その激励メカニズムに

よって、みんなが積極的に参与でき、個人はそ

れぞれの方式でデータを創造しています。これ

らのデータはすべて資産の方式で個人にフィー

ドバックします。EZ-Doctorはカタログチェー

ンでこの生態を構築し、カタログチェーンはい

技術体系
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かなる組織や個人の貢献のデータ資産を完全

に記録し、信頼できる方法でこれらのデータ

を共有し、貢献者が利益を得ます。カトログ

チェーンはメタデータとしてデータ資産を格

納します。メタデータは、情報リースやデータ

などの対象を記述するデータであり、使用目

的は、資源を識別し、資源を評価し、利用過

程におけるリソースの変化を追跡し、大量の

ネットワーク化データを簡単かつ効率的に管理

し、情報リソースの有効な発見、検索、一体化

組織と利用資源に対する有効な管理を実現する

ことです。

メタデータをブロックに保存し、連携検証

によりメタデータの完全性を保証します。メタ

データ記憶段階とメタデータ検証段階に分けら

れます。メタデータ記憶段階では、ユーザーの

署名とコピーの位置データをいくつかの検証

ノードに送信し、メタデータブロックを生成

し、メタデータブロックチェーンに書き込みま

す。メタデータ検証段階では、検証ノードは、

まず、ローカル・メタデータ・ブロックチェー

ンの状態とグローバル状態が同じかどうかを確

認し、異なる場合は状態同期を行います。次

に、ローカルメタデータブロックチェーンを検

索して、メタデータの完全性を検証します。

カタログチェーンでは、ユーザーを効率的

かつ迅速に必要なデータ情報を見つけるため

に、メタデータに基づく統合管理および検索シ

ステムが提案されます。これには、メタデータ

情報抽出、メタデータ加重インデック、および

メタデータ属性拡張検索の3つのリンクが含ま

れます。 医療分野の専門知識とユーザーの実

際のニーズを組み合わせて、属性ベースの共有

メタデータテーブル構造と検索クエリ方式を設

計し、正確な検索率と再現率を向上させます。

〓 業務チェーン

    ブロックチェーンは、分散型コンセンサ

スメカニズムを確立します。このコンセンサス

メカニズムは、デジタル暗号化とゲーム理論

を組み合わせたものであり、参加者は外部か

らの強制的な制約なしに相互に信頼できる信

頼環境を形成できます。この信頼された環境

では、集中的な外部制御の必要がなくなり、

相互不信に基づいているこそ、このような分

散化、相互不信ブロックチェーン構造によっ

て解決されたのは、まさにこの仮想と匿名に

満ちたネットワーク世界の信用と管理問題は

です。

医療業界は大きな変化を経験していま

す。薬物、設備、サービス、ビジネスモデル

のデジタル化は現在の医療システムの民主化

を促進しています。多くの国がデジタル医療

を目指す政策や戦略を立て、デジタル健康記

録（EHR/EMR）やその他の健康情報技術

（HIT）システムやインフラの利用を大幅に

増加しました。ただし、個人の健康データの

セキュリティ、整合性、アクセス制御には依

然として多くの制限があり、看護サービスの

革新に大きなボトルネックを引き起こしてい

ます。 医療業界がリスクと報酬のバランス

をとるのに苦労しているとき、ブロック

チェーン技術の潜在的なアプリケーションは

これらの緊急のニーズを軽減するためのタイ

ムリーなソリューションを提供します。

ブロックチェーンと医療の組み合わせは

技術が純粋なデジタル情報技術以外の複雑

なアプリケーションシナリオの着地をサ

ポートするニーズを満たします。電子医療

データの処理は、ブロックチェーン研究の現

在のホットスポットの1つです。しかし、医

療データ共有の問題点は主に患者の機密情報

のプライバシー保護と複数の当事者による

データの安全な共有にあります。EZ-Doctor

はブロックチェーンをターゲットとした業務

チェーンを構築し、医療データ共有にもたら

す革新的なアイデアです。

技術体系
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  EZ-Doctorの業務チェーンは価値を基に

医療サービスモードのデジタル民主化を実現

し、医療提供者は健康情報技術の基準をより

よく利用し、医療の相互操作性を高めます。

現在、医療へのアクセス、品質、手頃な価格

だけでなく、社会的および経済的な包括的予

測、予防、結果指向のケアモデルの促進にも

目指しています。ブロックチェーン技術はコ

ストコントロール者の代わりに、医療業務プ

ロセス（例えばクレーム裁定、請求書管理、

収入周期管理、薬品サプライチェーンと他の

医療分請けプロセスなど）の取引サービスの

自動化を実現し、新たな経済的メリットが生

まれます。

技術の選択

ブロックチェーンは分散型台帳テクノロ

ジーであり、オープンで自律的で、改ざんで

きない必要があります。 分散化とは、分散さ

れたアカウンティングとストレージの使用を

指します。 集中化されたハードウェアや管理

組織がなく、ノードの権限と義務は同じで

す。システム内のデータブロックは、システ

ム全体のメンテナンス機能を持つノードに

よって共同でメンテナンスされます。つま

り、システム内のすべてのノードがトランザ

クションデータを計算して保存する必要があ

ります。 したがって、ブロックチェーンには

拡張性がありません。つまり、多数のノード

を追加しても、システムの全体的なパ

フォーンスは単一ノードのパフォーマンスの

上限に制限され、システム全体のパフォーマ

ンスを向上させることはできません。ケーラ

ビリティは、従来の分散型定性ステムの基本

的な特性ですが、ブロックチェーンの分散さ

された要件のため、スケーラビリティを満た

すことは困難です。 業界は、分散化とスケー

ラビリティの矛盾を説明する三元的なパラ

ドックスをまとめています。これは厳密には

証明されておらず、推測としか言えません

が、実際のシステム設計プロセスでは、常に

それに挑戦されていると感じることがありま

す。集中化、セキュリティ、拡張性の3つの

属性を同時に満たすことはできず、最大で2

つしか選択できません。

   ブロックチェーンの取引性能に影響する

主な要因は、共通認識メカニズム、取引検

証、ブロードキャスト通信、情報の暗号化と

復号化などのいくつかの段階を含みます。こ

れらの段階から，性能を向上させる方法を得

ることができ，異なるシナリオに対する最適

化方法を得ることができました。EZ-Doctor

は、複数のチェーンを使用して、それぞれ決

済、データディレクトリ、業務処理などを行

います。つまり、上記の決済チェーン、カタ

ログチェーンと業務チェーンです。3つのチ

ェーンは、EZ-Doctorが実際の状況に直面し

ており、異なるチェーンは異なるプリケー

ション要件を持ち、これに基づいて、医療価

値インターネットを実現します。

チェーン下のスーパーノード

ブロックチェーンによってもたらされる

分散化応用にも多くの新たな挑戦があり、ブ

ロックチェーンを使って持続的に増加する分

散化したデータを管理しています。医療健康

情報データ（プライバシーに関する原始デー

タではありません）も膨大な量で、より多く

の空間と時間がかかります。

EZ-Doctorは、あらゆる種類のオフ

チェーンスーパーノードをサポートし、分散

化されたデータ、計算力、アルゴリズムを効

率的かつ確実に交換します。

分散型ストレージがブロックチェーンの

特徴の一部を利用する場合、Shardlngや

Swarmingなどの技術を利用するなど、ブロッ

クチェーン上にデータをどのように保存する

かを見直す必要もあります。

技術体系
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情報処理

データスーパーノードは、ブロックチェー

ン上の高効率なデータアクセスを確保する

ために、ブロックチェーンに分散型のスー

パーデータベースを提供します； 計算力

スーパーノードは、効率的に分散された計算

要件を満たすためのブロックチェーン用の分

散型スーパーコンピュータを提供します；ア

ルゴリズムスーパーノードは、ブロック

チェーンに計算可能な知識の超仮想マシンを

提供し、安全な方法で知識を価値のあるもの

に交換することを可能にします；監査スー

パーノードは、医療データ監査のための仮想

専門家をブロックチェーンに提供し、データ

交換時のデータ品質を確保します。

スーパーノードを備えたブロックチェー

ツは、運用効率を向上させます。ブロック

チェーンノードの数と比較すると、スーパー

ノードの数は多くなく、一部の「分散」コン

ポーネントが犠牲になりますが、集中化の欠

点は発生しません。あるスーパーノードがパ

ブリックチェーンの規則に従っていない場

合、拒否され、民主的な投票に置き換えられ

ます。

計算力センターは、そのリソースの利点

を生かして、データスーパーノード、計算

力スーパーノード、アルゴリズムスーパー

ノード、監査スーパーノードを統合的に割り

当てます。計算力センターは、オフチェーン

グローバル計算力資源共有プラットフォーム

であり、データ交換、データ計算と安全サー

ビスを提供し、安全で信頼できる医療分布式

計算、高性能計算のための計算力リソースを

提供します。

医療データの急増と医療モデルの複雑化

により、個々のユーザーが自分の計算能力

やデータに依存するだけでは不十分です。技

術的な観点からは、リソースの消費、デー

タの需要、またはデバイスのハードウェア

は、通常のユーザーはお勧めしません。計

技術体系

算力センターは、EZ-Doctorプラットフォーム

を介して計算力センターを購入し、アルゴリ

ズムフュージョン技術を使用して信頼性の高

い医療データや計算結果を得ることで、一般

ユーザーの参入障壁を下げることを目指して

います。

EZ-Doctorは、個々のユーザーと企業ユ 

ーザーの計算力に基づいて、新しい計算力リ

ソースを世界に提供し続け、ユーザーデータ

交換とデータ計算体験を改善し、少ないリ

ソース消費でより大きな価値を生み出しま

す。同時に、ユーザーにより良いサービスを

提供するために、世界中の計算力センターを

展開し、世界中のパートナーおよび専門家

チームに依存し、計算力の投資家が最小限の

投資で安定した収入を得られるようにしま

す。

病院、健康診断機関、地域医療センター、

物事のインターネット（IoT）、個人生命サイ

ン検出装置、ポータブル医療機器などのさま

ざまなエンティティからのマルチソースの異

種データの場合、動的に構成可能なパイプラ

インな高性能データ処理アーキテクチャと医

療業界データの標準に基づいて、マルチソー

スの異種データの許容差の重複排除を実現で

きるシステムを構築します。これにより、

データ処理効率が向上し、医療業界の正確な

着地のための高品質データサポートが提供さ

れます。

許容差データのクリーニング

データのクリーニングでは、重複する無効

なデータを削除したり、エラー情報を修正し

たりして、データの一貫性を確保し、データ

の整合性と正確性を確保し、データの品質を

向上させます。医療データで大量の無効な

データが繰り返されることを考慮して、最初

にMD5メッセージダイジェストアルゴリズム



20

を使用して完全に繰り返されるデータを識別

し、次にローカルの機密ハッシュ関数を使用

して残りのデータに対して許容範囲の重複排

除を実行します。

MD5メッセージダイジェストアルゴリズム

[3]（以下、MD5と呼びます）は、1991年に

Rivestによって開発された暗号化ハッシュ関

数です。どの入力でも128ビットのハッシュ

値を生成でき、ハッシュ値はさまざまな入力

で生成されます。 入力が1ビットだけ異なる

場合でも、出力ハッシュ値は大きく異なりま

す。 異なる医療データをMD5の入力値として

使用され、出力ハッシュ値が同じかどうかを

比較することで入力値が重複データかどうか

を判断し、医療データの重複排除を実現しま

す。 MD5アルゴリズムは高い重複排除効率を

備えていますが、完全に重複するデータのみ

を重複排除できます。

ローカルセンシティブハッシュ関数[4] [5]

は、似たような入力値から同じハッシュ値が

取得される可能性が高いハッシュ方式です。

ローカルセンシティブハッシュ関数を使用す

ると、許容差の重複排除を実現できます。テ

キストデータの場合、セマンティクスに基づ

く繰り返しデータを識別できます。画像/ビ

デオなどの非構造化データの場合、エンコー

ド形式または解像度を変更して、回転、透か

し、またはテキストを埋め込むなどの場合の

許容誤差の繰り返しデータを識別できます。

医療データの表示

 データの識別はデータを用いてデータを識

別し、異なる環境で発生した外観が同じ

データに含まれる異なる情報をコンピュータ

に識別させ、大きなデータの精確な応用を実

現します。

現在の国際共通のデータ分類標準国際疾

病分類（International Classification 

of Diseases，ICD）は、WHOが制定した国際統

一疾病分類方法で、病気の病因、病理、臨床

表現と解剖位置などによって、疾病を分類し

ます。ICDは、秩序ある組み合わせとなり、符

号化の方法で表されるシステムです。現在共

通するのは、10回目の改訂本「疾病と健康問

題に関する国際統計分類」で、ICD-10です。

医学デジタルイメージングと通信

DICOM（Digital Imaging and Communic- 

ation of Medicine）標準は米国放射学

（American College of Radiology， ACR）

と全米電子メーカー連合会によって定められ

ています。（National Electrical 

Manufact- ures Asociation、NEMA）が共同で

制定したもので、デジタル化された医学映像

と関連情報の交換、記憶、表示の標準を規範

化するために使用されています。現在の最新

バージョンはDICOM 3.0です。医学デジタル

イメージングと通信標準は規範的なデータブ

ロックと完全なデータモデルを確立し、医学

映像情報の完全な表現を可能にし、医学映像

情報のアーカイブを効果的に促進しました。

EZ-DoctorはICD-10、DICOM 3.0、SNOMED-CT（Systematized 

Nomenclature of Medicine-Clinical　Terms）などの国際標準と規範を結合

し、科学性、一意性、拡張性と簡明性などの基本規則に従って、医療データ

を科学的に完備した分類を行い、データ標識符号化標準の構造を確立し、具

体的なデータ符号化規則を制定し、コード構造と分類体系を適応し、符号

化を行う時コードにも同じ等級関係を表しています。

技術体系
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六面体データモデル

     医療データの多くの非構造化データの

統合ストレージと処理を改善し、元のデー

タを見つけて、元のデータの変更を同期し、

指定した情報の医療データの交換と共有を実

現するには、元のデータをさまざまな次元か

ら記述する必要があります。Li Weiら[6]に

よって言及された四面体データモデルを参照

して、EZ-Doctorは、画像、オーディオ、ビ

デオ、テキストなどの非構造化医療データを

記述するための六面体データモデルを提案し

ました。 モデルは6つのファセットを使用し

て、非構造化データの構成要素を記述し、こ

れらの要素間の内部関係を記述します。

六面体データモデルは、画像、音声、ビ

デオ、テキストなどの非構造化データを統

一したデータモデルです。 非構造化データ

の基本属性、セマンティック特性、データ特

性、交換特性、動的特性、元のデータを総合

的に説明できます。

六面体データモデルの6つのファセットで構

成できます。6つのファセットは次のとおり

です。

(1)基本属性：名前、説明、分類、データカ

テゴリ、データサブカテゴリ、データスト

レージサイズ、データボリューム、作成者、

作成時間など、元の医療データの基本的な特

性を説明するために使用されます。

(2)セマンティック特性：元のデータのセマ

ンティクスを説明するために使用され、創造

的意図、データ主体の説明、および基礎とな

る機能の意味などのセマンティック要素を含

み、データ検索およびセマンティックマッチ

ングに使用されます。

(3)データ特性：元のデータの専有データ特

性を説明するために使用されます。

(4)交換特性：所有権の説明、データ交換の

制限条件の説明、配布条件、使用条件、課金

方法、価格条件、時間条件など、元のデータ

のデータ交換に関連する属性を説明するため

に使用されます。

技術体系
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（5）動的特性：元のデータカタログ（メタ

データカタログとも呼ばれます）は、基本

属性、セマンティック特性、データ特性、

および交換特性を通じて形成できます。動

的特性は、データカタログの抽出、同期、

および保存メカニズムを記述するために使

用されます。その中でも、データカタログ

抽出メカニズムは、メタデータカタログ生

成のプロセス、つまり、元のデータのフィ

ルタリング、抽出、クリーニング、関連付

け、および標準化のプロセスです。データ

カタログの更新メカニズムは、元のデータ

が変更された後にメタデータカタログを同

期するプロセスです。つまり、元のデータ

の変更を監視し、元のデータの変更につい

てメタデータカタログをタイムリーに同期

します。保存メカニズムは、メタデータ

カタログが機密性の細分性に従ってパブ

リックメタデータカタログチェーンとプライ

バシーメタデータカタログチェーンに分割さ

れることです。これらの中で、パブリックメ

タデータカタログチェーンはパブリックで、

非プライバシー、およびシークレットメタ

データカタログの記述チェーンです。プライ

バシーメタデータカタログチェーンはオープ

ンで機密性の高いプライバシー関連のメタ

データカタログ記述チェーンで、データ交換

プロセスを制御するためにスマートコントラ

クトによってアクセスされるメタデータ記述

です。同時に、データの作成、交換と転送、

表示、処理、計算、その他のアクセストレー

ス情報チェーンも含まれます。（6）生デー

タ：非構造化データの元の生態ファイルで

す。

技術体系



23

データ監査

技術体系

医療データの質を高めるために、EZ-

Doctorデータ監査ノードは、データ監査契約

の方法を使用して、データプロバイダーが所

有するデータに対して定期的な監査を実施

し、データ監査結果がデータの価値に及ぼす

効果的な影響を構築して、データ所有者が

データ監査を完了するように促します。デー

タの価値とデータ品質の向上により、医療ア

プリケーションに正確なデータ保護を提供し

ます。

データ監査は、監査専門家の経験、定期

的な監査分析と監査手法に基づく監査、監査

分析モデルと多次元データ分析手法に基づく

監査、およびデータマイニング手法に基づ

く監査の3つのレベルに分類できます。 異な

る医療データについて、EZ-Doctorは異なる

レベルの監査方法を組み合わせて、医療デー

タの包括的かつきめ細かなレビューを実現し

ます。

EZ-Doctorデータ監査方法は単一の方法で

はなく、通常は複数の方法の組み合わせの結

果です。統計分析手法を使用して偏差データ

を発見し、相関分析手法を使用して主要な属

性を明らかにし、異常値分析手法を使用して

監査の疑問点をマイニングし、クラスター分

析手法を使用して監査の優先順位を決定しま

すなど。

データセキュリティ
ヘルスケアデータのプライバシー保護

は、データ融合共有とオープンアプリケー

ションの前提条件です。医療業界は、セ

キュリティが確保されてこそ、健全で秩序あ

る発展ができるのです。このプラットフォー

ムは、コアとなる医療データ保護を中心に構

築されており、細かく等級分けされたプライ

バシー保護メカニズムを採用しています。

属性暗号化、セキュアマルチパーティコン

ピューティング、同型暗号化技術、多重署

名、秘密共有に基づく秘密鍵復元、ゼロ知識

証明に基づく秘密鍵リセットなどの暗号技術

を採用し、医療データの認証と信頼された安

全な交換のための理論的支援と実用的な手段

を提供します。

プライバシー保護の仕組み

医療データには様々な情報が含まれてい

ることが多いです。 例えば、完全な医療記

録には、基本的な患者情報、診断情報、医師

の指示、検査、医薬品情報、課金、医療担当

医の情報などが含まれています。 例えば、

患者の氏名やID番号などの個人のセンシティ

ブな情報のセキュリティレベルは、請求情報

や薬剤情報などの一般的な情報よりも明らか

に高く、すべての情報が高いレベルで保護さ

れていると、業務の効率化に影響し、資源の

無駄遣いになってしまいます。医療データの

プライバシー保護のための階層的なメカニズ

ムを確立し、情報のレベルに応じて異なる保

護施設を利用することで、EZ-Doctorのデー

タプライバシー保護と信頼された交換の効率

を効果的に向上させることができます。

アクセス制御技術は、階層的なプライバ

チー保護を実現するための基本的な手段の一

つです。コンテンツへのアクセスを制限する

ために、個人のさまざまなIDと属性に異なる

権限を設定できます。たとえば、財務部門の

従業員は関連する課金情報にのみアクセスで

き、医師の診断にはアクセスできません。こ

のプラットフォームは、属性ベースの

アクセス制御戦略を使用して、分類とプ

ライベートデータの分類をきめ細かく保護し

ます。

属性ベースの暗号化[7]は、ユーザーの

IDを属性のセットとして表現したものであ

り、暗号化されたデータはアクセス制御構造

に関連付けられています。ユーザーが暗号文
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を復号化できるかどうかは、暗号文に関連

付けられた属性セットがユーザーのIDに対

応するアクセス制御構造と一致するかどう

かによって異なります。属性の暗号化に基

づくアクセス制御では、ユーザーは特定の

属性を持ち、物理的な環境要因の影響を受

けず、属性の多値割り当てを実現できる限

り、アクセス権を取得できます。EZ-Doctor

プラットフォームでのきめ細かなアクセス制

御と大規模なユーザーの動的拡張の問題を解

決します。

属性ベースの暗号化スキームには、次の

4つの基本アルゴリズムが含まれています:

技術体系

安全なマルチパーティコンピュー

ティング

     1982年に、Andrew C. Yao [12]は、

「大富豪の問題」の例で説明されている安全

なー・パーティコンピューティングの問題に

ついて言及しました。1987年に、Goldreich

ら[14]は、安全なツー・パー ィコンピュー

ティングの概念を安全なマルチパーティコン

ピューティングに拡張しました。主な考え方

は、分散ネットワークでは、2つ以上のパー

ティが秘密入力に基づいてアルゴリズムを実

行し、すべてのパーティが 正しく出力する

と同時に、入力情報の機密性も保護しま

す。

     安全なマルチパーティコンピューティ

ングは、コンピューティングプロセスの機

能プロセスを実現するために必要な数学モ

デルとして抽象的に説明できます。mパー

ティは協調計算に参加し、f：{0、1}*

→{0、1} *はm入力のマッピングで、 m個

の出力へのランダム関数です。 x は、参

加者P によって提供される入力です。計算

が完了すると、P は出力のi番目の項目を

fi（x1、x2、....、xm）取得します 。
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多重署名は4つのアルゴリズムで構成

されています:

技術体系

安全なマルチパーティコンピューティングを使用し

て、EZ-Doctorは、データ所有者がデータ交換および

共有プロセス中にすべてのデータの所有権を保持して

いることを認識し、他のデマンドパーティがデータを

使用するときにデータを取得できないようにします。 

したがって、安全なマルチパーティコンピューティン

グは、医療データの信頼できる交換のための技術的ソ

リューションを提供すると同時に、EZ-Doctorは、安

全なマルチパーティコンピューティングアルゴリズ

ムの実践のための検証および着地プラットフォーム

を提供します。

マ ルチ署名メカニズム

 デジタル署名は、電子文書に添付された特定の

記号またはコードを指し、数学的方法を使用して電子

文書から主要な情報を抽出し、ユーザーの個人情報と

混合することによって形成されます。これは、発行者

のIDと発行者の電子ドキュメントの承認を識別するた

めに使用され、受信者は、送信中に電子ドキュメント

が改ざんされたか、偽造されたかどうかを確認するた

めに使用できます。デジタル署名は、署名者の身元を

識別し、署名された情報が正しいことを確認すること

ができます。一方、誰も署名情報を変更できず、署名

者は後で署名を拒否できません。

1983年にItakura らはマルチシグネチャーを提案

しました[8]。 署名プロセスによれば、マルチ署名に

は2つの形式があります。シーケンシャルマルチ署名と

ブロードキャストマルチ署名です。 シーケンシャルマ

ルチシグネチャは、署名者が特定の順序でメッセージ

に署名することです。ブロードキャストマルチシグネ

チャは、プロバイダーがすべての署名者にメッセージ

をブロードキャストし、署名者がメッセージに単独で

署名してから、マルチ署名を形成する署名コレクター

に転送します。 署名コレクターがデジタル署名を作成

します。 このプラットフォームでは、複数の署名者間

の内部関連付けに基づいて、ブロードキャストマルチ

署名とシーケンシャルマルチ署名を使用して、複数の

当事者に属するデータの信頼できる公正な有料交換を

実現します。 マルチ署名メカニズムは、EZ-Doctorプ

ラットフォームのデータやアルゴリズムなどのデータ

資産が複数の関係者に属している状況を効果的に解決

できます。
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ば、Webサイトにログインすると、ユーザー

のパスワードのハッシュ値がWebサーバーに

保存されます。ユーザーがパスワードを知っ

ていることを確認するには、ユーザーが入力

したパスワードのハッシュ値のみを保存され

た結果と比較する必要がありますが、サー

バーは計算時にそれを知ることができます。 

サーバーの元のパスワードが攻撃されると、

ユーザーのパスワードが漏洩します。 ゼロ

知識証明を使用すると、ユーザーのパスワー

ドを知らなくてもユーザーのログインを確認

できます。サーバーが攻撃されても、ユー

ザーの平文パスワードは保存されないため、

ユーザーアカウントは安全です。

ゼロ知識証明は対話型と非対話型の両方

です。対話型のゼロ知識証明では、検証当

事者は、所有する「知識」について一連の質

問を継続的に行う必要があります。すべてが

正しく答えることができれば、証明者はその

主張された「知識」を確率で知ることができ

ます。非対話型のゼロ知識証明は対話を必要

とせず、証明者は契約を公開することによ

り、時間をかけてそれを検証するすべての人

に契約が有効であることを証明できます。

狭義データ交換とは、特に信頼できる交

換と医療データの共有を指します。広義

データ交換とは、データ、知識（アルゴリ

ズム）、および計算力3つのデータ資産の信

頼できる交換と共有です。 データ交換は

EZ-Doctorのコア機能です。EZ-Doctorは、

主にコピーとペーストのデータアクセスを

捨て、ブロックチェーンのコンセンサスに

基づいて、信頼できる安全で改ざんできな

い特性を使用し、データ融合とアルゴリズ

ム分解データ交換テクノロジーにより、セ

ンター化ストージからチェーンへのデータ

転送が可能になり、階層的なデータ信頼交

換と実際のデータ転送を実現します。

広義データ交換

技術体系

キーの回復とリセット

ユーザーのキーを紛失した後、2つの処

理方法があります。1つは技術的な手段でキー

を回復する方法、もう1つはキーをリセットす

る方法です。キーの回復方法が採用されてい

る場合、暗号化の秘密共有の考え方を使用し

て、ユーザー鍵を複数のサブシャドウに分割

し、複数のサブシャドウを異なる場所に格納

できます。キーを回復する必要がある場合、

十分なサブシャドウを使用してユーザーキー

を計算できます。 キーのリセットによってゼ

ロ知識証明を使用して、「私は私です」、つ

まり「私はこのキーの所有者である」ことを

機密情報を明かさずに証明します。

(1) 秘密の共有

秘密共有[9][10]とは、適切な方法で秘密

を分割することであり、分割された各共有

（サブシャドーとも呼ばれる）は異なる管理

者によって管理され、単一の参加者は秘密情

報を回復することができず、多数の参加者の

みが協力して秘密情報を回復することができ

ます。鍵共有の考え方を利用して、ユーザー

のキーを複数のサブシャドウに分割し、サブ

シャドウを別の場所に格納しておき、鍵を紛

失した際には、複数のサブシャドウによって

ユーザーのキーを復元することができます。

プラットフォームは、（t、n）阈值シー

クレット共有スキームを使用して、シーク

レット零知识证明Kをサブシャドウのn共有に

分割し、任意のt（1 <t <n）以上のサブシャ

ドウを使用してシークレットK、を回復できま

す。t－1以下サブシャドウでは、秘密のKに関

する有用な情報を取得できません。

(2)ゼロ知識証明

ゼロ知識証明[13]は、一方の当事者（プ

ロバイダー）が検証者に、他方の当事者（検

証者）に有用な情報を提供することなく、特

定のステートメントが正しいと信じ込ませる

ことができる暗号化スキームです。 たとえ
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狭義データ交換 • データの権利

EZ-Doctorは、ブロックチェーン、スマ

ートコントラクトの改ざん不可能な特性

を活用し、オフチェーンの計算力融合、

データ暗号化、セキュリティサンドボック

ス、およびアトミックアルゴリズム分解テ

クノロジーと組み合わせて利用し、データ

の所有権、実行権、および使用権の分離を

実現します。 すべての関係者、執行者、

およびユーザーの利益は固定されており、

すべての関係者の利益とデータセキュリ

ティが最大限に保証されます。

技術体系

します。データユーザーは、データ交換プ

ットフォーム上でデータ、アルゴリズ、計

算力を購入し、当事者とのスマート契約を

締結することでデータ、アルゴリズ 、計算

力を使用する権利を取得し、アルゴリズと計

算力を使用して、安全な計算サンドボックス

でデータを分析・処理し、価値ある計算結果

を得ることができます。データ計算が完了す

ると、計算セキュリティサンドボッスは自動

的に破棄され、データーザーはデータ計算の

結果を取得します。

• データ融合に基づくデータ交換異な

る医療データはプライバシー保護の重み

が異なり、医療データ情報の敏感なセキュ

リティ要件に応じて、医療データは階層的

に分類され、異なるレベルの医療データは異

EZ-Doctorは、医療データの自由な流通

を実現するために、2つの技術方法を提供し

ます。データ融合に基づくデータ交換とアル

ゴリズム分解に基づくデータ交換です。前者

はデータ量が少なく、アルゴリズムの複雑度

が高いアプリケーションシナリオに適してい

ますが、後者はより大きなアプリケーション

シナリオがデータに適しています。さまざま

なアプリケーションシナリオで、ユーザーは

特定のニーズに応じて対応するデータ交換方

法を選択できます。

データの所有者はデータを所有してお

り、データはその中核資産であり、プラッ

トフォーム上でデータを交換することで収益

を生み出しています。

データ実行権は、データのオーナーが

データをデータ交換プラットフォームに発

行して署名し、プラットフォームがデータ実

行権を取得することです。 データ交換プ

ラットフォームは、データを実行する権利を

持つと、データユーザーとすべての関係者と

の間のデータ交換のためのブリッジを提供

し、データ交換のための安全で信頼性の高い

実行環境を提供します。データ交換プラット

フォームはデータを沈殿させません。

データユーザーは、データ交換プラット

フォームを介してデータへのアクセスを取得
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益には影響しません。 通常、このようなデー

は個人情報に関連し、病院内の個人の完全な

医療ファイルやその他の情報など、機密性が

高くなります。

第3レベル：高度なセキュリティデータとも呼

ばれます。データが失われた後、市民や他の

組織の正当な権利と利益に大きな影響を与

え、国家安全保障、社会秩序、公共の利益に

も影響を与える可能性があります。 通常、こ

のタイプのデータは非常に機密性が高く、医

療保険システムのデータなど、グループや組

織からの大量の個人情報が含まれます。

レベル1の信頼できるデータ交換

デジタルエンベロープは、情報セキュリィ伝

送に対称暗号化技術と非対称暗号化技術の両

方の利点を利用する技術です。主に、対称鍵

発行のセキュリティ問題と、対称暗号化の役

割を果たしてきた非対称アルゴリズムの暗号

化速度の低下の問題を解決します。このアル

ゴリズムには、高速と優れたセキュリティと

いう利点があり、非対称暗号化アルゴリズム

の鍵管理の利便性も活用しています。

なる暗号などの技術的手法を用いて交換され

ています。同時に、交換されたデータが利用可

能でありながら、交換プロセス中にデータ利用

者には見えないことを保証します。このた

め、EZ-Doctorは、段階的な不可視データ交換

技術を設計し、医療データ情報の機密セキュリ

ティニーズに応じて、データセキュリティレベ

ルを以下の3つのレベルに分類しました。

第１レベル：低レベルセキュリティデータとも

呼ばれます。つまり、データが失われた後で

も、市民や他の組織の正当な権利と利益にわず

かな損害を与えるだけであり、国家安全保障、

社会秩序、公共の利益に害を及ぼすことはあり

ません。通常、このレベルのデータは機密性が

低く、少量の個人情報がしか含まれていないか

また完全に含まれていません、例えば、機密情

報を除くID識別データなどです。

第2レベル：中レベルセキュリティデータとも

呼ばれます。データが失われた後は、市民や他

の組織の正当な権利と利益に大きな影響を与え

ますが、国家安全保障、社会秩序、公共の利

デジタルエンベロープの原理は以下の通りです。

• 送信者はランダムな対称鍵を生成し、受信者の公開キーを使用して鍵暗号文を生成します。

• ランダムな対称鍵を使用して、情報の平文を暗号化し、情報の暗号化テキストを生成しま

す。 鍵暗号文と情報暗号文を同時に受信者に送信します。

• 受信者は独自の秘密鍵を使用して鍵の暗号文を復号化し、ランダムな対称鍵を取得します。

• 受信者はランダムな対称鍵を使用して情報の暗号文を復号化し、情報の平文を取得します。

技術体系
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間に暗号化されたデータチャネルを提供し

ます。SSL暗号化データチャネルは、主に次

の問題を解決します：すべての情報が暗号化

され、第三者が盗聴できない、改ざんを防止

する検証メカニズムがある、IDのなりすまし

を防止するID証明書が備わっています。

SSLプロトコルの主なインタラクティブプロセスは次のとおりです。

• SSLバージョンと暗号化アルゴリズムをネゴシエートします。 クライアン

トはサポートされているSSLバージョンのリストと暗号化アルゴリズムを送

信し、サーバーは確認で応答します。

• 双方向のID認証。 クライアントはサーバー証明書を検証し、サーバーはク

ライアント証明書も検証します。これは主にデジタル署名、CA承認、およ

び証明書の有効期間を検証します

• 乱数に基づいてマスターキーを生成します。 クライアントは最初に乱数C

をpre-master-keyとして生成し、サーバーは乱数A / Bと事前マスターキー

に従ってマスターキーを生成し、クライアントも同じ乱数とアルゴリズムに

従ってマスターキーを生成します。

• マスターキーはメッセージの暗号化に使用され、クライアントとサーバー

は互いに終了メッセージを送信します。 SSLチャネルが確立され、データパ

ケットがマスターキーを使用して暗号化されて送信されます。

● レベル２の信頼できるデータ交換

キュリティレベル要件が比較的低い場

合は、現在広く使用されているSSL暗号化メ

カニズムが使用されます。 SSLプロトコル

は、TCP / IP層の上とアプリケーション層の

下で実行され、RC4、MD5、RSAなどの暗号化

アルゴリズムを使用して、アプリケーション
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交換のパフォーマンスを大きく制限しま

す。このため、EZ-Doctorはアルゴリズム分

解に基づくデータ交換技術を設計しました。

データ容量が大きい場合でも、送信はデータ

自体ではなく、サブアルゴリズムとその計算

結果であるため、したがって、ネットワーク

伝送速度に起因する低いデータ交換性能の問

題を回避することができます。

● レベル3信頼できるデータ交換

SSL暗号化チャネルとデジタルエンベ

ロープ技術により、ポイントツーポイントの

情報伝送のセキュリティ問題は解決されます

が、情報漏えいの可能性は依然としてありま

す。 リモート診断および治療シナリオで

は、医師が対応する診断および治療を行う前

に、患者は自分の診察データを医師に送信し

て公開する必要があります。

セキュアなマルチパーティコンピュー

ティングの主要なテクノロジーには、同型暗

号化、ゼロ知識証明、および紛失通信などが

含まれます。 同型暗号化メカニズムは、暗

号化されたデータの計算を復号化せずに実現

技術体系

します。同型暗号化よりデータが処理されて

出力が得られて、この出力は復号化されま

す。結果は、暗号化されていない元のデータ

を同じ方法で処理した場合との出力は同じで

す。

安全なマルチパーティコンピューティン

グを分散シナリオの協調コンピューティング

に適用すると、複数のパーティがデータを密

かに入力し、アルゴリズムを実行して、最終

的に正しい計算結果を出力します。全プロセ

スの間、各当事者の入力データは第三者から

は見えず、最終的な実行結果のみが第三者に

公開されるため、ユーザーの個人情報を最大

限に保護することができます。

• アルゴリズム分解に基づくデータ交換

データ容量は大きいです。たとえば、画

像データは医療データの重要な部分です。量

的には、医療データの90％以上が画像データ

です。データを生成する機器からみれば、　

CT、X線、MRI、PETなどの医用画像データが含

まれます。統計によると、医用画像データの

年間成長率は63％です。このような大量の

データでは、ネットワーク伝送速度がデータ
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焦点を当て、医療画像計算におけるパ

フォーマンスの最適化とデータの再利用の

ための最適なプログラミングの柔軟性を提

供します。

技術体系

アルゴリズム分解に基づくデータ交換技

術は、データユーザーのアルゴリズム▽を

サブアルゴリズf_1、f_2、...、f_n

n（n≥1）に分割することです、。これによ

り、▽=f_1⊕f_2⊕...⊕f_n、ここでf_i 

（1≤i≤n）はアトミックアルゴリズムです。

つまり、これをサブアルゴリズムに分解す

ることはできません。データユーザーは、サ

ブアルゴリズムをデータ所有者に個別に送信

します。サブアルゴリズムとデータ所有者

は1対1の対応ではなく、多対1の関係が存在

する可能性があります。最終的に、データ

所有者は自分のデータをサブアルゴリズム

の入力として使用し、計算結果をデータ

ユーザーに安全に送信します。データユー

ザーがすべてのサブアルゴリズムの計算結

果を収集した後、データ所有者は アルゴリ

ズム▽の期待される結果を得られます。

アルゴリズム分解に基づくデータ交換端

末のデータ処理能力を改善するため、 EZ-

Doctorは、エッジアプリケーション用の

ディープラーニング推論人工知能チップに
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AIコンピューティングへの需要が高まる

ことにつれ、汎用コンピューティングソ

リューションは、独自のボトルネックを見せ

始めています。 現在人工知能トレーニング

チップ市場の絶対的な利点を占めている

「CPU+GPU」コンピューティングソリュー

ションでは、ニューラルネットワークサ

ポートの多様性は優れていますが、この異種

コンピューティング操作の効率とエネルギー

消費には改善の余地がたくさんあります。

人工知能のコアの1つはディープラーニ

ングアルゴリズムであり、画像認識は

ディープラーニングなどのAIテクノロジーで

最も急速に成長している分野の1つです。畳

み込みニューラルネットワーク（CNN）や

ディープニューラルネットワー（DNN）など

のディープラーニングアルゴリズムは、受容

野と重み共有を通じて、モデルの原動力とし

てデータ量と計算を使用して、ニューラル

ネットワークがトレーニングする必要がある

パラメーターの数を減らし、従来の方法を超

える画像認識パフォーマンスは最終的に達成

します。現在、NVIDIA、Movidius、Intel、

海思など、業界のほとんどすべての主要な

チップメーカーが、ディープラーニングに基

づくチップの発売を開始しています。

GPUは並列計算に多くの利点があります

が、結局のところ、機械学習用に特別に設計

されたものではありません。FPGAはユーザー

の自己プログラミングを必要とし、高度に複

雑な、主に専門分野のエンタープライズユー

ザー向けです。ASICは、特定のユーザーの要

件と特定の電子システムのニーズに応じて設

計および製造された集積回路を指しま

す。ASICの特徴は、特定のユーザーのニーズ

を満たすことであり、一般的な集積回路と比

較して、サイズが小さく、消費電力が少な

く、信頼性が向上し、パフォーマンスが

技術体系

向上し、機密性が向上し、コストが削減され

ます。EZ-Doctorが開発した「AI + 

Medical」チップは、強力なディープラーニ

ングモデルコンパイラとソフトウェアSDK開

発キットを提供します。CaffeやTensorflow

などの主流のディープラーニングフレーム

ワークを簡単に移植し、CNNやDNNなどの一般

的なニューラルネットワークモデルを実行で

きます。

計算力融合とデータ計算

データの計算は、計算力の融合によって

実現されます。コンピューティング能力の融

合は、ブロックチェーンとスマートコントラ

クトに基づいており、オフチェーンストレー

ジリソースとコンピューティングリソースを

統合して、ブロックチェーンとスマートコン

トラクトに基づく分散コンピューティングプ

ラットフォームを形成します。ユーザーの

データ要件のすべての側面を満たすために、

データ交換は3つの柔軟なコンピューティン

グシナリオを提供します：ローカルコン

ピューティング、リモートコンピューティン

グ、融合コンピューティング。

データ所有者は、独自のデータリソース

を使用して特定のサービスを外部に提供した

いと考えていますが、データ分析アルゴリズ

ムが不足しています。この問題を解決するた

めに、データ交換プラットフォームはデータ

のローカル計算を提供します。

最初に、データ所有者はデータ交換プ

ラットフォームで必要なアルゴリズムを見つ

け、データ交換スマートコントラクトに署名

します。スマートコントラクトの実行が開始

されると、データオーナーでセキュリティサ

ンドボックスが生成されます。データとアル

ゴリズムがサンドボックスに入力されます。

計算が完了すると、計算結果がデータオー

ナーに返されます。
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この問題を解決するために、データ交換プ

ラットフォームはデータのリモート計算を

提供します。 まず、アルゴリズムのすべて

の関係者がデータ交換プラットフォームで

必要なデータを見つけ、データ交換スマー

トコントラクトに署名します。スマートコ

ントラクトの実行が開始されると、セキュ

リティサンドボックスがアルゴリズムの所

有者で生成されます。データとアルゴリズ

ムがサンドボックスに入り、計算結果がア

ルゴリズムの所有者に返されます。この方

法は、データのリモート計算と呼ばれま

す。

　　大規模コンピューティングの場合、

データとアルゴリズムの提供はもはや大き

な問題ではなくなり、コンピューティング

リソースは大きな制限になっています。こ

の問題を解決するために、データ交換プ

ラットフォームはデータアルゴリズム融合

計算を提供します。 コンピューティングパ

ワーフュージョンによって構築されたマル

チパーティ協調コンピューティングプ

ラットフォームのおかげで、データ参加

者とコンピューティング参加者はマルチ

パーティのスマート契約を締結し、契約実

行後にコンピューティング環境が安全なサ

ンドボックスを生成します。デジタルエン

ベロープ技術を介してデータとアルゴリズ

ムがサンドボックスに入り、計算が完了し

て結果が返され、サンドボックスが破壊さ

れることで、データとアルゴリズムの安全

性が確保されます。

     3つの計算シナリオは、実際の使用

状況に基づいて選択され、データサイ

ズ、アルゴリズム依存の複雑さ、ストレー

ジなどの要因に影響されます。データのサ

イズが大きい場合、伝送コストが高くなる

可能性があり、データ側で計算を行うこと

を選択することで、多くのネットワーク帯

域幅と転送時間を節約することができま

す。 アルゴリズムの環境依存度が複雑な

場合、アルゴリズム側で計算を行うことを

選択することで、計算環境の準備時間を短

縮することができます。

技術体系
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データ計算プロセスで使用される主な技術

は、サンドボックス分離です。 サンド

ボックスの実装は、 オンチェーンサンド

ボックスとオフチェーンのサンドボックス

に分かれています。オンチェーンサンド

ボックスはスマートコントラクト仮想マシ

ンで実装され、小規模コンピューティング

のニーズに対応できます。 オフチェーン

サンドボックスは、主に大量のデータの計

算ニーズに適しています。 オンチェーン

サンドボックスの主な特徴は、ブロック

チェーン自体に実行環境があり、その環境

はサンドボックスの特性を備えており、使

いやすく効率的です。 オンチェーンサン

ドボックスの計算プロセスを図に示しま

す。

34
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護されたコンピューティング環境を提供

し、コンピューターの効率的なストレージ

とコンピューティング機能を最大限に活用

します。同時に、データやアルゴリズムが

盗まれたり、悪意のある攻撃を受けたりし

ないようにすることもできます。

オフチェーンサンドボックスの計算プロセ

スを次の図に示します。

信頼できるデータ交換プラットフォ 

ーム

 従来、データの交換には、データの交

換や計算に完成するためには、中央集権的な

機関を利用する必要がありました。利用の過

程では、ユーザーのデータと操作はプラット

フォームに対して完全に透過的であり、ユー

ザーはプラットフォームがデータをデポジッ

トしたか、ユーザーデータを不正に使用した

かどうかを知ることができません。

　　データ信頼できる交換プラットフォーム

は、ブロックチェーン、スマートコントラク

、セキュアサンドボックス、セキュアマル

パーティコンピューティングなどの主要技

術の助けを借りて、データの安全な伝送、コ

ピューティングプロセスの制御可能性、コ

ピューティング環境の分離と操作の追跡可能

性を実現し、データ交換プロセスの安全性と

信頼性を確保します。

技術体系

オンチェーンサンドボックスは便利です

が、ブロックチェーン自体のストレージと計

算力の不足によって制限されます。ストレー

ジと計算力の需要が高い場合は、オフチェー

ンサンドボックスを使用する必要がありま

す。オフチェーンサンドボックスはオペレー

ティングシステムOS上で直接実行され、保

     現在、医療業界では医療リソースの

分布が不均一です。地域によって質の高

い病院の数は大きく異なります。優れた病

院は主に一流都市に集中しており、優れた

医師や設備は主「三甲医院」に集中してい

ます。プライマリーヘルスケア機関の状況

は楽観的ではありません。 

データ交換プラットフォームに基づい

て、患者の医療記録データベース、画像

データベース、医療論文ライブラリー、医

療機器など、さまざまな医療ビッグデータ

ソースを接続するための信頼交換およびコ

ンピューティングシステムが構築されてい

ます。可視化スマートコントラクトプラッ

トフォームは、診断プロセスと医学的知識

を形式化する手段を医師と専門家に提供

し、インテリジェントな診断と治療、段階

的な診断と治療、疾患管理、および疾患予

測などの機能を提供するスマートコント

ラクトシステムを生成するために使用さ
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れます。病院、医師、患者、医療保険機

関、政府間の医療データの流通を加速し

て、医療業界全体を有機的なエコロジーに

リンクし、医療業界の全体的な効率の向上

を促進し、技術的手段を通じてリソースの

偏在をある程度解決します。

データ交換プラットフォームシステム

は主に、ブロックチェーンプラット

フォーム、スマートコントラクトプラッ

トフォーム、信頼できるデータ交換プ

ラットフォームの3つの部分で構成されて

います。

技術体系

ブロックチェーンプラットフォームは、主

にデータストレージレイヤーとして使用さ

れ、スマートコントラクトプラットフォー

ムにデータストレージサービスを提供しま

す。 スマートコントラクトプラットフォー

ムは主に、信頼できない環境でデータとコ

ンピューティングのセキュリティを確保す

るために使用されます。信頼できるデータ

交換プラットフォームは、スマートコント

ラクトに基づくカタログフォームに基づく

データ交換と分散コンピューティングを実

現します。
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スマートコントラクト

技術体系

活動を達成します。ブロックチェーン時代の

到来により、豊富なデータと知識がコグニ

ティブコンピューティングの新しい機会をも

たらしました。

EZ-Doctorは、コグニティブコン

ピューティングの広義知識モデル（図参照）

を用いて、医学知識の上位オントロジー

（Upper ontology）を定義し、医学知識の実

行、コミュニケーション、推論、意思決定、

計画、学習、反射性、監督、その他の高次の

行動をサポートします。広義知識モデルの目

的は、知識概念の統一されたオントロジーを

作成することです。

(1)複数の領域の知識やデータの統一された

記述の柔軟性;

(2)多数の課題に対する記述と推論の一般性;

(3)知識やデータの不確実性を定量化するま

た対応する信頼性;

(4)クロスドメイン知識のコラボレーショ

ンと協力の透明性;

(5)知識の実装プロセスにおける自己学習と

適応知能。

医学知識の習得と蓄積には時間がかか

り、流動性も悪いため、医学知識の共有と伝

達はある程度制限されています。医療用ス

マートコントラクトは、コグニティブコン

ピューティングの形式を使用し、コン

ピューター記述言語を使用し、臨床実習の証

拠に従って医師の知識を自動的に実行される

契約に抽出します。これにより、医療知識の

計算化は、医療知識の流通と資産化の基礎と

なります。

コグニティブコンピューティングに

基づく正式なスマートコントラクト

ー認知コンピューティングと広義知識

デル

コグニティブコンピューティングは、人間の

脳をシミュレートするコンピュータシステム

の人工知能に由来します。意思決定者が、人

間と自然環境の相互作用と継続的な学習を通

じて、さまざまな種類の大量のデータから異

常な洞察を示すのに役立ち、さまざまなレベ

ルの知覚、記憶、学習、およびその他の認知
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ー実行可能な知識フレームワーク

実行可能知識フレームワークは、広義知識

モデルを実行可能アプリケーションエンティ

ティにインスタンス化し、広義知識モデルは三

つレベルを含みます。まず，知識記述言語

（Knowledge　Description） EZ-Doctorは、広

義知識モデルを記述するための正式な言語とイ

ンタープリターを定義します。知識オーサリン

グツールは、ビジュアルプログラミングモデル

を使用してさまざまな知識要素の作成をサポー

トして、その記述は知識記述言語に変換されま

す。このツールは、サブドメインの専門家（医

師など）が使用します。使用プロセスでは、最

大限の使いやすさを実現するため、プログラミ

ング手法は必要ありません。第二番目、知識

プールには、さまざまなサブドメインの専

門家によって記述された知識が含まれま

す。それぞれの広義知識記述言語は、知識

作成ツールを介して生成されます。第三番

目、配置プロファイルは、知識をエージェン

トに分割または結合する方法や各エージェント

の物理的な分布など、各知識の物理的な配置計

画を記述します。アプリケーションのカスタマ

イズ（Application Enactment）は、配置計画

や知識記述言語に基づいてアプリケーションエ

ンティティ（Web Application、Web service）

などを自動的に生成し、アプリケーションエン

ティティの実装特性（フロントエンドインタ

フェースなど）を定義します。アプリケーショ

ンプール（Aplication　Pool）は、実際にはサ

ブドメインの知識を実行し、ユーザーと対話し

ます。

ー知識コンピューティング言語

PROforma

     PROformaは、意思決定システムのための

知識、認知モデル、記述言語をサポートする開

発環境であり、第2世代に発展しました[14]。

数式を通じて、それは医師が臨床意思決定支

援および支援システムを編集および使用する

のを支援するための医療手順を設計、テスト、

および処方するための操作ツールの完全な

セットを提供します。PROforma言語は、4つの

実行可能なタスクを定義します。

(1) 実行(Action):

患者の看護の過程で、実行する必要がある外

部タスクです。 例えば注射、CT検出など。

(2) 効果（Enquiries）

実行後に返される情報は、主にデータの形を

しています。 それは、手術装置から来てい

る場合もあれば、患者のカルテから来ている

場合もあります。

(3) 決定(Decision):

診断、治療、予後、リスク評価、転院決定な

ど、あらゆる形態の医学的選択。

(4) プランニング(Plan):

つまり、時系列に沿った一連の作業を展開し

ていくことです。 プランニングは、臨床ア

ルゴリズム、プロトコル、ガイドライン、ケ

アパスを実装するための共通のフレームワー

クを使用しています。

技術体系
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トラクトの典型的な代表は、CREDOフレーム

ワークです[15]。CREDOは、Domnio意思決定

認知モデルに基づいて、タスクオントロ

ジー(ontology)に基づいて知識をタスク

ネットワークとして表現し、論理的議論に

基づいた意思決定フレームワークを採用し

ます。これは、医学的意思決定の分野で広

く使用されている理論的フレームワーク

および実装ツールとなっています。CREDOに

は、多くの疾患の診断と治療のための強力

なモデリング機能があります。 たとえ

ば、CREDO試験では、臨床研究にスマートコ

ントラクトを使用し、乳がん患者の入院プ

ロセスに焦点を当てています。このシステ

ムは、「メディカルジャーニー」全体を通

じて患者に意思決定支援、ケアプランニン

グ、集学的治療サービスを提供し、「メ

ディカルジャーニー」のコンピュータ化と

自動化を実現します。CREDOの設計は、基本

的な医療から二次医療、診断、治療、フォ

ローアップまで、部門全体でシームレスな

患者管理をサポートします。 これは、220

の医療サービスと複数の意思決定ポイント

を含む、治療を求める乳がん患者の全過程

をカバーしています。この試験の目的は、

意思決定支援を通じて医療プロセスのエ

ラーを可能な限り減らし、エラーのない患

者の治療を実現することです。

• スマートコントラクト

 医療用スマートコントラクトは

PROforma言語を使用して開発され、その設

計は臨床診療のエビデンスに完全に従い、医

師の知識を自動的に実行される契約に抽出し

て、医療に関する意思決定支援を提供しま

す。スマートコントラクトは、医師の知識の

計算を可能にし、医学知識の資産化の基礎を

提供します。 サービスオブジェクトによれ

ば、患者向けとグループ向けのスマートコン

トラクトに分けられます。個々の患者向けの

スマートコントラクトの機能には、データの

取得と解釈、リスクの評価と推奨、モニタリ

ング、アドバイスと意思決定、ケア計画とパ

フォーマンス、ワークフロー管理などがあり

ます。グループ向けのスマートコントラクト

の機能には、品質と安全性の監査、大規模な

医療サービスでの有害事象のモニタリング、

りスト管理とリソースの最適化、分析、

ディープラーニングが含まれます。

医療上の決定を提供するスマートコン

技術体系

EZ-Doctorは、PROformaによって作成

されたPROforma2.0に基づいています。こ

れは、言語の分散コンピューティングをサ

ポートし、学習、自律認識、知識連携、変

換機能、および新しいDAppアプリケーショ

ンを備えた意思決定支援システムを開発し

ます。
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• 知識の流通

プラットフォームは新しいスマートコン

トラクトアーキテクチャを使用し、正式な

検証システムをコアとして、クロスチェー

ンアクセスをサポートし、ビジュアルス

マートコントラクト開発をサポートし、コ

ントラクトのオンチェーン検証とコントラ

クト効果の追跡をサポートし、大規模な

サービスをサポートし、産業グレードのア

プリケーション標準を備えています;この

プラットフォームは医療業界にサービスを

提供しながら、AppStoreと同様の開発者エ

コシステムを開発者に提供し、アプリケー

ション開発者またアプリケーション開発

サービスを提供するモジュール開発者から

も恩恵を受けることができます。

EZ-Doctorは「知識、資源、効果」を

統合して定価化可能なデジタル資産に標準

化し、同時にデジタル資産の取引と決済能

力を提供し、市場化行為を通じて最適な医

学知識と経験をスクリーニングし、データ

と知識の利用効率を大幅に向上させ、知識

を流動させ、医師の価値を十分に実現させ

ます。医療健康知識の流れは下図の通りで

す。

他にも広く使われている医療スマートコン

トラクトとしては、CAPSULA、LISAなどが

あります。CAPSULA [16]は、英国のGPが一

般的な病気の処方を支援するために使用さ

れています。処方することがは、医学的に

支援された意思決定を行う上で重要なス

テップです。患者データを取得すること

で、CAPSULAは関連する薬とそれに対応す

る臨床的証拠のリストを生成し、処方する

ことを支援します。 このシステムは英国

内の42のGPでテストされ、専門パネルと比

較してこのシステムを利用したGPの意思決

定が70％増加し、より安価だが同等の効果

を持つ薬剤の選択が50％増加し、意思決定

のスピードが15％増加することが示されま

した。

EZ-Doctorは、コグニティブコン

ピューティングに基づく正式なスマートコ

ントラクトを使用して、医療機密データの

協調計算の問題を解決し、異種リソースの

統合により、知識の正式化と意思決定を実

現します。
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開發環境 い、スマー契約はアプリケーションシーンの

共通性を備えており、アプリケーションシナ

リオと迅速に統合して着地できます。

(3)スマートコントラクトテンプレート

の設計、アプリケーションとスケーラビリ

ティの向上； テンプレートのアイデアを使用

してスマートコントラクトを設計および管理

し、スマートコントラクトに強力な適応性と

高いスケーラビリティを持たせます。

(4)スマートコントラクトの可視化監視；

スマートコントラクトは、スマートコンラ
クト実行の物理的環境、スマートコンラクト

実行サービス、スマートコントラクトの肝心

なステップ、スマートコントラクト審査可視

化追跡、スマートコントラクト実行の視覚的

追跡など、複数の方向で視覚的に監視できま

す。

計算可能性の理論では、一連のデータ操

作規則を使用してシングルバンドチューリン

グマシンをシミュレートできる場合、それは

チューリング完全です。ここではデータ操作

規則はプログラミング言語でもいいし、コン

ピュータで具体的に実現されるコマンドセッ

トでもいいです。可視化開発環境における

EZ-Doctorは完全なチューリングであり、実

際のスマート医療アプリケーションのニーズ

に応じてさまざまな機能モジュールを開発で

きるため、プラットフォームインテリジェン

スが向上します。

技術体系

EZ-Doctorプラットフォームは、スマー

トコントラクトの正式な検証を実装するため

のセマンティクスに基づく視覚的な開発環境

を提供します。

￭ビジュアル開發環境
     マートコントラクトのビジュアル開発

環境には、主に次の4つの側面が含まれます:

(1)スマートコントラクトの可視化設計；契

約の設計過程は契約書の実行図の方法によっ

て実現され、契約書の実行図の中の最小構

築、すなわち、照会、動作、意思決定と計画

は相互に使いやすいユーザーインターマェー

スでドラッグされ、スマートントラクトの設

計をハードコードの方式から可視化製図方式

に変更します。契約書を作成した人がプログ

ラムを理解する必要がなく、ユーザーの全精

力を業務解決の思考に集中させ、タスクとタ

スクの論理関係を構築し、契約書の作成要求

を大幅に簡略化し、二次開発能力と契約の共

通属性を高めました。

(2)スマート契約の可視化管理

スマート契約製品、スマート契約のテンプ 

ートと契約の実行3層構造を使用してス

マートコントラクトを採用し、可視化方式で

スマートコントラクトの照会、編集、レ

ビュー、リリース、追跡などの操作を行
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推理を規範化し、正確な数学的手段と強力

な分析ツールによって技術的に支持される

ことです。規範言語は文法、語義及び関係を

満足させることなどを含みます。このプラッ

トフォームは正式な方法を導入して、形式化

の方法をスマートコントラクトの生成と実行

のライフサイクル全体に適用します。

正式な検証方法は、スマートコントラク

トの多くの属性を検査することができます。

例えば、契約の公平性、到達性、有界性、活

錠、デッドロック、到達不能と無状態の二義

性などです。

チェーンを跨ぐスマート契約

現在の様々なブロックチェーンネット

ワークの設計思想は全産業が一つのチェーン

に運行させることであり、各チェーンが相互

に独立して閉鎖されているため、その相互作

用には大きな困難があります。同系のネット

ワークであっても、企業がEthereumで構築し

たプライベートチェーン（またはコンソーシ

アムチェーン）を採用すると、パブリック

チェーンとの相互作用が難しくなります。同

時に、これらブロックチェーンシステムの機

能と性能の面でも産業応用シーンを完全に満

足させることができません。

技術体系

• 正式な検証

  正式な検証フォーマル検証(Formal

verification)は、システムを記述する数学

的モデリング手法に基づいており、フォー

マル検証により、開発者はプログラムのセ

キュリティを事前に確認して、ロジックの

脆弱性とセキュリティの脆弱性を除外し、

契約のセキュリティを確保できます。

医療スマート契約は、医師の知識の正

式化と計算であり、その意思決定と判断の

結果は、患者の健康状態に直接関連してい

ます。 EZ-Doctorは、スマートコントラ

ト仮想マシンを介してコントラクトのスク

ジューリングと実行を完了し、コントラク

トロジックの正確性、実行プロセスが信頼

できるかどうか、外部干渉や破壊の影響を

受けやすいかどうか、コントラクト操作プ

ロセスが安定しているかどうか、つまり同

じ入力について常に安定した入力結果を生

成するかどうか、契約の実行プロセスと結

果の信頼性を確保するための正式な検証技

術を導入しています。

正式な方法とは、数学的方法でコン

ピュータに基づくシステムを記述し推理す

ることで、直観的に言えば、言語＋形式的
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医療分野では、特定の病気に対するス

マートコントラクトを呼び出すことで、従

来の医療マニュアルより良い体験ができま

す。同時に、良好なインタラクティブ設計

は診療プロセスの問い合わせ、スクリーニ

ング、診断、治療、リハビリプロセスの流

れに合致し、医師に良い助力を提供するこ

とができます。

具体的な応用では、データは交換過程に

おいて避けられないのは、ある資源体系から

別の資源体系へと移行することです。二つの

資源体系の構造が異なる場合もあります。こ

の点で、マルチチェーン、マルチコントラク

トを設計基準として使用し、異種フォレスト

ネットワークのツリー構造を最大限に活用

し、ビジネスロジックに従ってリーフノー

ド、ブランチ、およびトランクを分割し、各

サブセットを完全にカスタマイズします。こ

れにより、ビジネスサブセットが安定した信

頼性の高い環境で効率的に実行できるように

なり、システム全体と情報をやり取りできる

ようになります。さらに、EZ-Doctorは、分

離されたクロスチェーンチャネルプロトコル

を提供します。これにより、システム外のリ

ソースにアクセスし、対話することができま

す。 また、異なるビジネスチェーン間の

データ交換もサポートします。 クロス

チェーンスマートコントラクトを通じて、ビ

ジネスをビジネス自体に戻し、実際のアプリ

ケーションシナリオのサポートを回復しま

す。

会話式スマートコントラクト

従来のスマートコントラクトは口座資金

の振替のみに対して設計されており、その機

能は極めて限られており、知識計算化後の多

様な需要に適応できません。これに対して、

私たちはスマートコントラクト体系を再設計

し、中間層の執行方式を採用しており、ス

マートコントラクトをより多くの設計言語に

互換させるだけでなく、スマートコントラク

トを相互作用させています。

対話型スマートコントラクトは従来のス

マートコントラクトに比べてより広い応用空

間を提供しており、スマートコントラクト

技術体系

が特定のデータにのみ適用できる制限を打

破し、インタラクティブな手段を通じて計

算化の知識を良好な表現が得られ、業界の

ニーズに合致します。
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最適化したり、またはスマート補助医療機器に

ロードして、医療機器のリハビリ効率と介入効

果を向上させます。

ブロックチェーンに基づくスマートコント

ラクトストアは、分散システムアーキテクチャ

を使用し、医療アプリケーションシナリオを組

み合わせ、データの断片化処理をします。

スマートコントラクトストアのオープンセルフ

ガバナンスモデルの下で、自動拡張、高可用

性、セキュリティ、改ざん防止を実現します。

さらに、スマートコントラクトストアは自然言

語ファジー検索をサポートし、医療知識のマル

チモーダルデータモデルを確立し、基本属性、

意味論的属性、基礎となる機能、元のデータな

どのデータ要素を統合し、医療知識スマートコ

ントラクトファミリー全体を視覚化して表示し

ます。

スマートコントラクトストア
スマートコントラクトストアは医療機

関、医師、知能設備などの医療診断政策立案

者向けの医学知識共有プラットフォームであ

り、C 2 Cの医療知識計算化スマートコント

ラクト取引プラットフォームであり、完全な

マルチモード対外サービスインターフェース

（BaaSサービス＋APIサービス＋APPサービ

ス）を備えています。トップクラスの医学専

門家は、実証医学と臨床経験に基づいてス

マートコントラクトを形式化し、オープン型

のスマートコントラクトストアでコンポーネ

ント化して有料で共有します。　医療従事者

は応用サービス権信(ETET)を通じて正確で信

頼性が高く、適時に更新する医学知識を得

て、標準版のアプリケーションインターフェ

イスを通じて診療設備に適用して最適な診断

を行い、治療方案を

技術体系
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ビジネスアプリケーション

スマートな診断と治療

EZ-Doctorは、ブロックチェーンとスマートコントラクトテクノロジーの助

けを借りて、分散型医療データの共有と知識計算化を実現し、スマートな診断と

治療、段階的な診断と治療、遠隔医療、慢性疾患の監視と管理、大規模な医学研

究のコラボレーションなどのビジネスアプリケーションをサポートしています。

医療のレベルに大きな違いがある地域間で医学知識の深い共有と流通を実現し、

医療のレベルの均質化を達成します。同時に、EZ-Doctorは外科的ビッグデータ

品質管理システムと大規模コホート研究システムを構築し、医学研究と品質管理

業務を強化し、データの力を利用して科学的および技術的進歩を促進しました。

EZ-Doctorはブロックチェーンテクノ

ロジーを使用して、信頼できる医療データ

共有の基盤となるプラットフォームを構築

し、医療情報流通メカニズムを標準化し、

医療ケースの電子化を強化し、医療情報の

完全性、信頼性、プライバシーを保証しま

す。 診断と治療の過程で、医師はさまざ

まな機関からのデータを分散して管理権限

を分散し、患者のライフサイクル全体の信

頼できる完全な診断と治療記録を提供でき

ます。同時に、医師の成熟した診療知識と

経験は、スマートコントラクトの形式でプ

ラットフォームの上を流れて、自動化で効

率的に医学的意思決定サポートを完成さ

せ、知能診療が本当に法律的な業務コンプ

ライアンスと医学的な意味での品質管理を

備え、現代のデータ、人工知能と遺伝子検

査に基づく精確な医学と完璧に結合させま

す。

EZ-Doctorも相互接続の分級診療と遠

隔医療システムを構築し、EZ-Doctor生態

システムに加入する各医療機関ネットワー

クノードは医療情報共有における公平、安

全、相互信頼を構築し、医療情報がデータ保

有者から流出しないようにする授権境界を保

証し、分級診療漢方医学情報の安全、便利、

制御可能な流動を著しく促進します。

  生態ネットワークの拡大に伴い、医療機

関は授権された状況で迅速に患者の過去医

療情報を取得し、初診情報を専門の上級医療

機関に流し、迅速に医療方案を制定し、医療

資源を合理的に分配し、全方位、高効率の階

層診療科学医療システムを実現しました。

同時に、EZ-Doctorによって作成された

医療コラボレーションメカニズムは、マル

チパーティの協調診断および治療と人工知能

の参加をより適切にサポートできるため、地

域、施設、および医療基準の違いなどの多く

の制限を排除し、中小規模の医療機関や一般

の医師が必要なすべてのリソースと専門知識

を取得できるようにし、大規模な医療機関の

上級医師からより迅速に医療サポートを受け

ることができます。

ケーション
ビジネスアプリ
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慢性疾患のモニタリング
と健康管理

大規模医学研究の共同

研究と倫理審査

多施設コホート研究に代表される大規模

な医学研究のコラボレーションは、疾患の因

果関係を研究するためのエビデンスチェーン

で最も強力な研究です。大規模コホート研究

の結果は、一流の医学雑誌のほぼ毎号に報告

されています。しかし、要件が高いこと、被

験者数が多いこと、データ収集が複雑である

こと、追跡調査に時間がかかることなどか

ら、高価なものとなっています。典型的な大

規模コホート研究の平均費用は約3,000万ド

ルです。

ブロックチェーンベースのEZ-Doctorプ

ラットフォームは、大規模な医学研究の共同

研究に最適なツールであり、集団募集、ス

人口が高齢化し、高齢者人口が世界中で増

加するにつれて、慢性疾患によってもたらされ

る課題は増加し続けます。 世界保健機関

（World Health Organization, WHO）は、慢性

疾患が世界的な死因の第一位になりつつありま

す。2030年までに、開発途上国での心臓発作や

脳卒中による死亡者数は、感染症による死亡者

数を超えると予想されています。

慢性疾患には多くの危険因子が含まれ、そ

の発症は隠されており、それらの監視には、多

くのスマートウェアラブルデバイスと毎日の監

視データの融合と交換が含まれます。 EZ-

Doctorプラットフォームの助けを借りて、ブ

ロックチェーンテクノロジーを使用して、群集

のさまざまな慢性疾患に関連するリスク要因を

包括的な視点から観察し、信頼され共有される

さまざまなタイプの慢性監視データを収集でき

ます。 完全な医療データに基づいて、デー

タ交換プラットフォームと慢性疾患リスクの

早期警告モデルが確立され、インテリジェン

トな監視/検出機器の信頼できるデータ交換

と決済機能、および主要な慢性疾患のリアル

タイム監視と早期警告が実現します。

監視システムでハイリスクの早期警告が

発生すると、人工知能アルゴリズムとスマー

トコントラクトテクノロジープラットフォー

ムに依存して、早期警告レベルと慢性疾患の

特性に応じて、対応する補助診断、インテリ

ジェントなリハビリ機器、健康管理プログラ

ムが提供され、突然の慢性疾患に対応し、健

康状態を改善します。

ブロックチェーンのトレーサビリティは、

医療従事者がスマート治療後の患者を追跡する

のに役立ち、治療効果を評価するための根拠と

なります。同時に、ブロックチェーンの変更が

不可能になり、医療機器の標準化を確実にして

スマートな治療を行うことができます。スマー

トコントラクトの適用後、スマート診断と治療

は、より積極的な医療監視を実現することがで

きます。違反が発生した場合、スマートコント

ラクトはリアルタイムで経営者に通知を送るこ

とで、より良いケアの質の向上と患者の安全性

を確保することができます。

ケーション
ビジネスアプリ
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EZ-Doctor 医療倫理審査機関が調査計画を

検討する必要があります。 考えられるリス

ク、科学性、および利益を完全に評価し、

尊重、利益、および公平性の基本原則を確

実に満たすようにします。 同時に、大規模

な現代医学研究のコラボレーション後、ブ

ロックチェーンテクノロジーを使用して、

参加者の承認とデータ共有の許可を記録

し、提出されたスマートコントラクトアル

ゴリズムのレビューは源から参加者の法的

権利を保護し、研究を倫理的なものにしま

す。

長期的には、EZ-Doctorプラットフォー

ム上に構築された医療データ交換システム

は、より現実的で全面的で信頼できる研究

データを取得するのに役立ち、実際の臨床

条件により近いメソッドシステムを確立し

て、実際の臨床研究をサポートすることも

できます。システムの完全性に基づいて、

以前は考えられていたが、信頼できるデー

タの欠如のために実行できなかった一連の

新しい「大規模な医学研究」を実施できま

す。たとえば、薬物治療の実際の効果と群

集の違い、異なる薬物間の比較効果など従

来の臨床試験では答えられない質問をこた

えます。さまざまな研究方法の「異種」コ

レクションを促進します。

クリーニング、質問票デザイン、データ収

集、臨床試験、アウトカムフォローアップに

至るまで、グローバルな規模での研究の開始

と完了を可能にし、コホート研究の時間を大

幅に短縮することができます。従来の大規模

コホート研究、特に多施設共同研究では、被

験者募集に1～3年、アウトカムフォローアッ

プにさらに5～20年を必要とします。しか

し、EZ-Doctorでは、大規模な研究センター

でのデータ交換を容易にするためのシステム

や暗号化、さらには被験者が採用に応じるよ

うにインセンティブを与えることで、採用ま

での時間を数ヶ月に短縮することができま

す。同時に、ブロックチェーン技術は、複数

のタイプのデータ（遺伝子、行動因子、環境

曝露因子、職業習慣、受診記録など）を融合

して、研究対象者のライフサイクル全体にわ

たって完全な追跡とトレーサビリティさえも

可能にし、追跡調査にかかる時間とアウトカ

ムのコストを5～10分の1に削減します。ブ

ロックチェーンデータは改ざんできないた

め、研究システム全体が自己認証され、それ

により、大型コホートデータベースレコード

の不正とエラーが減少し、研究の信頼性が大

幅に向上します。

    倫理審査はすべての医学研究の基礎であ

り、大規模な医学研究を開始する前に、

ケーション
ビジネスアプリ
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外科的品質管理と標準化

着地応用
現在、EZ-Doctorは多くの国内上場バイオメ

ディカル企業と協力関係を結び、ブロック

チェーン技術の助けを借りて自己資金シス

テムを構築し、分散型ライフバンクを構築

することで、業界の発展と国民の健康増進に

貢献しています。

ハイエンドの健康診断：ユーザー情報が

イェーンにアップロードされ、個人の健康

ポートがチェーンでカスタマイズされます。

ハイエンドの医療美容：医療美容トークンシス

イムを構築し、デジタル電子商取引を実現す

る社会的な購買サービスを分散させます。

アンチエイジングヘルスケア：製品のサプ

ライチェーン管理、製品のトレーサビリ

ティ、女性の美しさのエスコート。

高級会員：企業に付加価値サービスを提供

し、ハイエンドのバイオテクノロジートーク

ンシステムを確立します

バイオエンジニアリング：科学研究成果の著作

権保護、有名機関との協力、完全なチェーン

サービスを提供します。

免疫細胞貯蔵療法の一般化：

新たな疾患治療法として、免疫細胞貯蔵療法

は常に世界の医学界から注目を集めていま

す。 日本の腫瘍の治癒率は90％であるのに

データ主導の健康保険
従来の健康保険は健康な人しか対象にな

らず、本当に健康保護が必要な人は行き場

がなかったり、風営法を避けて傷病保険にし

か加入できず、リスクシェアという本来の目

的を実現することが難しくなっています。

EZ-Doctorの健康保険は、データ主導の

保険で設計されています。疾患集団の罹患

率、疾患リスク因子、臨床経路、治療費の分

析に基づいて、信頼性の高い大量の医療デー

タに基づいて疾患リスクモデルを構築しま

す。リスクグループごとに設計された保険タ

外科は現代医学の不可欠な部分です。 

世界保健機関の統計によると、入院患者の不

良事象のほぼ50％は手術に関連しています。 

EZ-Doctorに基づく外科品質管理システム

は、ブロックチェーン技術を通じて外科記録

と患者情報の完全性を保証し、患者のデータ

承認を記録して広範なデータ共有を実現しま

す。 同時に、EZ-Doctorを備えたスマートコ

ントラクトは、大量の実際のデータに基づい

てクリニカルパスと外科的経験に依存する外

科的データマイニングテクノロジーと組み合

わせて、400以上のインテリジェントな術前

リスク評価モデルと外科的オプションを提供

し、患者の手術計画に最適化を提供します。

ブロックチェーンのトレーサビリティ

は、医療従事者が術後の患者の予後を追跡

し、有効性評価と品質管理の基礎を提供し、

病院管理を監督するのに役立ちます。外科医

はまた、治癒状況によってスマートコントラ

クトの構造を調整することができ、術後の死

亡率と再発率が低いほど、より多くの手術用

スマートコントラクトがよばれ、共有される

ため、知識の共有、交換、手術経験の強化を

可能にし、手術リスクをさらにコントロール

することができます。

イプを提供し、商品やサービスの条件や価格

設定の設計を導き、真に正確な保険料設定を

実現します。医療行為が発生すると、スマー

トコントラクトがトリガーとなって引受、自

動保険金精算、決済を行い、保険の顧客体験

を向上させます。その後、増え続けるユー

ザーと保険金請求情報とビッグデータ分析技

術を活用して、被保険者のコスト駆動と医療

費に影響を与える主な理由を分析すること

で、医療の質とサービス体験を確保しながら

医療費を細かくコントロールすることができ

ます。

ビジネスアプリ
ケーション
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ビジネスアプリ
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3. 体を若返らせ、老化プロセスを遅らせ

る移植後、新たに増殖した免疫細胞は、増殖

して保存された時と同じ機能状態を維持して

いるため、若返って老化を遅らせることがで

きます。

4. 各種疾患の確実な治療に備える

科学技術や医療の急速な発展に伴い、人

間が細胞を変換して利用する能力が高まって

おり、蓄積された免疫細胞の "種 "を利用し

て、将来的には様々な重篤な病気の治療に、

より精密な治療法を仕立てることが期待され

ています。

免疫細胞貯蔵療法の意義は、人間の寿命

の延長に大きく貢献することは間違いな

い、人間の生命の継続の一種であると言えま

す。 人間にとっての人生は一度きりです

が、長い人生は確実に人間がより大きな価値

を発揮できるようになります。 免疫細胞治

療は、人類文明のもう一つの突破口になるか

もしれません。

EZ-Doctorは、免疫細胞療法をトークン

化することにより、免疫細胞療法の普及と使

用を実現しています。 プラットフォーム

は、免疫細胞保管アイテムを一定量に設定し

ます。 消費者のデータと細胞ストレージの

データはブロックチェーンに入力され、それ

に応じて特定の数のデジタルトークンが生成

されます。消費者が細胞ストレージプロジェ

クトを購入するための電子バウチャーとし

て、デジタルトークンには次の機能がありま

す。

対し、中国の腫瘍の治癒率は20％未満である

と報告されています。根本的な理由は、免疫

細胞バンクは腫瘍の治療に不可欠であるた

め、日本には多数の免疫細胞バンクがあるた

めです。細胞で治療された腫瘍の治癒率は非

常に高く、この方法はまだ研究開発段階にあ

りますが、限られた診療所で確かに成功して

おり、これが免疫細胞貯蔵療法の意義かもし

れません。

1. 腫瘍の効果的な治療法

細胞免疫療法の技術は、がん細胞を死滅させ

る効果があります。 その効果は、発症時の

免疫細胞を用いた治療よりも優れています。

現在、細胞免疫療法の技術は、がんを治すた

めの最も有望な方法となっています。

2. 体の免疫力を高める

若くて機能の良い免疫細胞を体内に移植する

ことで、老朽化した免疫細胞に代わって体内

で増殖し続けるため、体内の免疫力が高ま

り、様々な病気の発生を抑えることができま

す。



1.医療

トークンを使用することで、より多くの医

疗サービスを受けられるように、病院で項

目を交換することができます。

2.ショッピング

ユーザーは、EZ-Doctorプラットフォーム上

で製品を交換します。EZ-Doctorを使用

して、教育市場を必要とする豪華な製品

から急速に変化する消費者投資製品に細

胞ストレージを変換できます。 これが業

界全体の基盤であり、未来です。細胞は生

命の源であり、データは世界の力であり、

ブロックチェーンは世界の生産関係で

す。3つを組み合わせると大きな可能性が

爆発します。

50
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経済システム

デザインのアイデア

デザインの背景

デザインのアイデア

EZ-Doctorは、世界の医療の質を均一化するという中核的な目的をよりよく達成するた

めに、包括的な経済システムを開発しました。 患者、医師、医療提供者、製薬会社、

保険会社、技術提供者など、ヘルスケア産業チェーンの主要なプレーヤーをカバーして

います。 ブロックチェーン技術により、経済システムにおける医療データや医療知識

の価値ある流通を可能にします。 世界的に有名なデジタル通貨パートナーと協力し

て、プラットフォームのすべての参加者にインセンティブを提供し、世界中のすべての

参加者が支払いや決済を行えるようにします。

EZ-Doctorは、ブロックのスマートコン

トラクトを変換およびアップグレードしま

す。これにより、医師の心の医学知識が深く

共有され、医者が診断および治療サービスを

実行し、より多くの患者に利益をもたらすこ

とができます。EZ-Doctorは、医療知識の流

通と普及を促進し、医療データの価値を無限

に拡大し、グローバルな医療リソースの不均

衡の問題を完全に解決します。同時に、EZ-

Doctorはブロックチェーン技術を通じて医療

データの信頼できる相互作用を実現し、医療

データが互いに分離されており、マージでき

ないという行き詰まりを解消しまし。EZ-

Doctorは、包括的なデータ対話式プラット

フォームを通じて、世界の隅々まで高度な医

療知識製品をカバーし、グローバルな医療品

質の標準化を可能にします。

EZ-Doctorの経済システムは、医療の世

界的均質化というEZ-Doctorの中核的な目的

を達成するために設計されています。デジ

タル通貨パートナーと連携することによ

り、医師の知識と医療データを使用して、

デジタル通貨の価値を測定し、実装できま

経済システム

患者：EZ-Doctorプラットフォーム上での診

断・治療支援を必要としている患者さん。

医療サービス提供者：EZ-Doctorプラット

フォーム上で患者に医療サービスを提供する

医師、団体等。

医療知識共有者：医療知識を共有し、EZ-

Doctorプラットフォーム上でスマートコント

ラクトを結ぶ医師、専門家など。

医療データ提供者：患者、医師、医療機関な

ど、EZ-Doctorにメタデータを提供する参加

者。

す。EZ-Doctorは、デジタル通貨パートナー

の導入を通じて、マルチウィンの共有エコ

ノミーシステムを包括的に構築し、すべての

参加者が収益を得て収益を分配できるように

します。

     EZ-Doctorマルチウィンシェアリング

エコノミーシステムの中心的な目標は、開

業医とその組織の収入を増やし、患者のコス

トを削減することです。これにより、EZ-

Doctorがグローバルな医療品質の標準化とい

う主要な目的を達成できるようになります。

ユーザー
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流通通貨

経済システム

 アプリケーションサービス

クレジット
プリケーションサービスクレジット

（Application Service Credit, ETET）：

これは、EZ-Doctorプラットフォームでの医療

サービス、アルゴリズムサービス、データ資

産交換などのすべてのアプリケーション 

サービスの支払いと決済に使用されます。

ETETの要件：

これはステーブル通貨です。EZ-Doctor　

は、EZ-Doctorプラットフォーム用にカスタイ

ズされたステーブルコインサービスを提供す

る世界的にステーブルコインデジタル通貨

パートナーの中から、USDT、TUSD、GUSDなど

の最高のものを選択する予定です。

コンピューティングサービスクレジッ

ト

コンピューティングサービスクレジット

（Computing Service Credit, ETEB）：

これは、プラットフォーム上のコンピュー

ティングサービス、会計サービス、決済サー

ビス、ユーザーの貢献を奨励し、コンピュー

技術サービス提供者：アルゴリズム提供者、

コンピューティングパワー提供者、ストレー

ジ提供者、ツール開発者など、EZ-Doctorのあ

らゆる面で技術サービスを提供する参加者。

ヘルスケア業界団体：製薬会社、保険会社、

医療機器製造会社など。

ティングサービスの支払いに使用されます。

ETEB要件：

それはデジタル通貨です。EZ-Doctorは、 EZ-

Doctorプラットフォームにカスタマイズされ

たデジタル通貨を提供し、ETH、BCH、 

CONFLUX、SEELEなどのEZ-Doctorプラット

フォーム参加者にインセンティブシェアを提

供する世界的に有名なデジタル通貨および

パートナーの中から選択する予定です。

EZ-Doctorプラットフォームでは、参加す

る科学者が同じ国や地域にいなくてもETETを

介して金銭的な境界を越えて支払いや決済を

行うことができ、ETEBは知識を繋ぐための経

済的なリンクとなり、医療データの流通を可

能にします。

    EZ-Doctorのプラットフォームは、ETEBを

利用してプラットフォーム参加者をインセン

ティブにして、産業化研究費の削減、医療へ

の影響、医学研究費の削減を実現していま

す。 治療から診察までのコスト構造を調整

し、医師がコントラクトの作成で知識を共有

することで、より大きな収益性と長期的な経

済性のインセンティブを得ることができま

す。患者はETETを取得することで、医療費を

削減することができます。

    EZ-Doctorプラットフォームは、参加者に

生態システムのメリットを共有するためのメ

カニズムを提供します。EZ-Doctorプラット

フォームは、参加者が生態的利益を共有する

仕組みを提供し、契約の条件を満たす生態シ

ステムの参加者は、ETEBを受け取ることで生

態システムの利益を取得します。
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基本モデル

経済システム

ETETを取得できます。 医療サービスを患者

に提供することによりETETを取得することも

可能です。

 得られたETETは、医学研究サービスやよ

り先進な治療コントラクトを購入するために

使用することができます。 製薬会社、保険

会社、医療機器メーカーなどの医療業界の第

三者機関は、医療データ取得のためのコント

ラクトを購入することができ、また 臨床コ

ホート研究に参加することで研究開発の効率

化が図れ、また、患者さんに健康保険のリス

ク管理サービスを提供することもできます。

EZ-Doctorプラットフォームの開発者

は、医師と協力してより多くの医療知識を契

約し、対応する医療ツールを開発できます。

EZ-Doctorプラットフォームによって提供さ

れるデータと、人工知能に基づく診断および

治療サービスに基づいて、ETET報酬を獲得し

ます。

ETETとETEBを通じて、プラットフォーム

全体の参加者をつなぎ、生態システム全体の

健全な発展を促進します。具体的な生態シス

テムモデルを図に示します。

患者は、医療データを提供し、医学研究

に参加することにより、ETEBの報酬を受け取

ります。得られたETEBをETETに変換して、医

療コントラクトを購入し、医療サービスを楽

しむことができます。また、関連する医療

サービスの購入にも使用できます。EZ-

Doctorは現在、サードパーティの保険機関と

の協力協定に達しており、ETETを通じて医療

保険サービスを直接購入することができま

す。

医師は医療サービスプロバイダーの主要

主体として、プラットフォームで持っている

医療知識を契約し、スマートコントラクトを

作成し、コントラクトストアーで販売して
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参加者収益

患者

患者は自分自身のプラットフォームに正常にアクセスすることで、ま
た医師のデータを提供することでEZ-DoctorでETEBを取得できるので、診

療コストを大幅に削減できます。

経済システム

EZ-Doctorプラットフォームで正常に診察を受けて、自分の医療データを提供す

ると、患者は複数のメリットを得ることができます。

• EZ-Doctorプラットフォームのスマートコントラクトによって呼び出さ

れた患者のデータは、患者が有償利用料ETETを取得します;

• 患者がEZ-Doctorプラットフォームのスマートコントラクトによって
データが呼び出された場合、ETEBインセンティブを取得します；

• 患者は、EZ-Doctorプラットフォームに正常に診察を受けた場合、ETEB
インセンティブを取得します。
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医療サービス提供者

経済システム

EZ-Doctorプラットフォームで患者を治療し、患者から医療データ

を共有する権限を与えられたプロバイダーは、複数のメリットを受ける

ことができます。

● EZ-Doctorプラットフォーム上で患者に提供する医療サービスに対

するプロバイダーへのETETを支払います。

● 医療サービス提供者が共有した医療データは、EZ-Doctorプラット

フォームのスマートコントラクトによって呼び出された場合、有償

ETETを取得することができます。

● サービス提供者が共有した医療データをEZ-Doctorスマートコント

ラクトによって呼び出された場合、ETEBインセンティブを取得しま

す。

● ETEBインセンティブは、プロバイダがEZ-Doctorプラットフォーム

上で患者の治療に成功した場合に提供されます。

医療サービス提供者は、EZ-Doctorプラットフォーム上のETETとETEB

を、自らの治療や患者が認めた医療データの共有によって継続して受け

ることができ、治療の収益を大幅に向上させることができます。
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医学知識の共有者

 医学知識共有者が共有したスマートコントラクトは、EZ-Doctor

プラットフォームのユーザーがを呼び出した場合、有償ETETを取

得することができます;

 医学知識共有者が共有したスマートコントラクトは、EZ-Doctor

プラットフォームのユーザーがを呼び出した場合、ETEBインセン

ティブを取得することができます;

 医療知識の共有者は、スマートコントラクトの作成に成功した

場合、ETEBのインセンティブを得ることができます。

医学知識の共有者は、自分の医学知識共有行動を通じてEZ-Doctor

プラットフォームでETET収益とETEBインセンティブを引き続き取得でき

て、自分の医学知識の価値を実現し、医療水準の向上に貢献できます。

経済システム

医療知識の共有者は、契約の形でEZ-Doctorのプラットフォーム

上で医療知識を共有し、医療知識が流れるようにし、複数のメリット

を得ることができます:
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医療データ提供者

経済システム

 共有した医学データがEZ-Doctorプラットフォームのスマート契約

によって呼び出された場合、医療データ提供者が有償ETETを取得す

ることができます;

 共有した医学データがEZ-Doctorプラットフォームのスマートコン

トラクトによって呼び出された場合、医療データ提供者がETEBイン

センティブを取得することができます。

EZ-Doctorプラットフォームでデータを提供することにより、 ETET

収益とETEBインセンティブを取得します。信頼の壁を取り除き、医療レ

ベルを向上させながら、医療データの価値をEZ-Doctorに完全に反映で

きます。

医療データ保持者は、患者の承認後にEZ-Doctorプラットフォーム

にデータ（メタデータ）を提供することにより、複数のメリットを得る

ことができます。
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プラットフォームにおけ
るETEBとETETの役割

循環と拡張

経済システム

患者、医療サービスプロバイダー、知識共

有者、データ提供者はEZ-Doctorの基本コン

ポーネントです。豊富なETET収益とETEBインセ

ンティブを通じて、EZ-Doctorプラット

フォームが医療データの元の蓄積を迅速に完

了することを可能にします。

医療、保険、医療機器プロバイダーなどの

医療業界のサードパーティー組織からの医療

データの需要は、EZ-Doctorプラットフォーム

のETETでスマートコントラクトの購入を通じて

満たすことができます。また、ETETを支払って

臨床コホート研究に参加し、EZ-Doctorプラッ

トフォームのサポートを通じて研究開発の効率

を高め、より高品質の製品とサービスを生産す

ることもできます。

EZ-Doctorプラットフォームは、ETETと

ETEBを介して患者、治療サービス提供者、知

識共有者、データ提供者、製薬会社、医療機器

メーカー、保険会社、その他の産業団体を結

び、従来の医療業界からブロックチェーンヘル

スケアへの業界を超えた循環を形成していま

す。

医療業界組織は、EZ-Doctorを通じてデー

タを取得し、より高品質の製品とサービスを

開発し、従来の医療業界の顧客に提供し、フィ

アット通貨をEZ-Doctorに取引所を経由して

ETETに変換し、より多くのデータやサービスを

購入することでよい循環を生み出しています。

同時に、医療機関から提供されたETETは

EZ-Doctorシステムの複数の基本構築者に支払

われ、基本構築者は再び収入を増加し、医療

データプールの規模を拡大し続け、産業機関の

循環にリンクすることによって、EZ-Doctor生

態システムの規模を拡大し続けます。

 ETETの役割

EZ-Doctorでは、ETETを支払うことによ

り、患者は最高品質の診断および治療サービ

スを受けられます。診断および治療サービス

プロバイダーは、ETETを支払うことにより、

EZ-Doctorからスマートな診断および治療コン

トラクトを取得します。医療、保険、医療機

器プロバイダーなどの医療業界のサードパー

ティー組織は、EZ-Doctorで医療データやス

マートコントラクトを呼び出して、新しい機器

や薬の研究開発を行うことができ、患者に医

療保険のリスク管理を提供することもできま

す。EZ-Doctorの知識共有者は、ETETを支払う

ことで医療知識を医療スマートコントラクトに

変換し、承認された医療スマートコントラク

トはプラットフォームの需要側で使用されま

す。ETETは、EZ-Doctorシステムのトランザク

ション決済通貨です。 ETETは、高い安定性が

求められます。

 ETEBの役割

すべての参加者は、データの取引やデータ

資産の転送の際にコンピューティングサービ

スを利用する必要があり、そのプロセスで

ETEBを支払います。ETEBは、EZ-Doctorシステ

ムにおけるコンピューティングサービスの消費

通貨であり、データ取引の需要が高まるにつれ

て、ETEBの価値も上昇していきます。すべて

の参加者はEZ-Doctor経済システムで、ETEBを

支払い、データ、契約、サービスなどを取得し

て、自分のニーズを満たすことができて、ETET

収益とETETインセンティブを獲得します。EZ-

Doctorプラットフォームのビジネスの成長

は、EZ-Doctor経済システムサイクルに勢いを

与え続けます。
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スーパーノード

スーパーデータノードへのインセン
ティブ

経済システム

EZ-Doctorと連携しているデジタル通貨

パートナーは、スーパーデータノードのイン

センティブとして一定の金額を配分すること

が義務付けられております。スーパーデータ

ノードは特定の期間に従って、特定の数の

スーパーデータノードがインセンティブが付

与されます。スーパーデータノードは、デー

タサイズ、データコール数、サイクル中の

ユーザー評価数などさまざまな側面に基づい

たくスコアの総合的な測定に基づいて、当期

の上位にランクされたスーパーデータノード

に応じてインセンティブが付与されます。

データ品質は、スーパーデータノードを

判定するための重要な指標です。データの品

質には、厳格なデータ監査基準と専門的な報

告が必要であり、監査の数が多ければ多いほ

ど、データの価値は高くなります。また、

スーパーノード開発者へのインセン

ティブ

EZ-Doctorと連携するデジタル通貨パー

ナーは、スーパー開発者インセンティブと

して一定の金額を配分することが義務付け

られております。スーパー開発者はプラッ

トフォームスマートコントラクトの所有者

であり、スーパー開発者は特定の期間に

従って、特定の数のスーパー開発者がイン

センティブが付与されます。開発者は、ス

マートコントラクトが呼ばれる回数、ラン

ザクション量、サイクル内のユーザー評価

などさまざまな側面に基づいたスアを包括

的に測定し、当期の上位にランされた開発

者に応じてインセンティブが付与されま

す。スーパーデベロッパーインセンティブ

は、世界中の様々な医療分野のトップ医療

従事者を対象としています。EZ-Doctorで

は、スーパー開発者の参加を招請・登録制

で募集します。
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経済システム

スーパー監査ノードへのインセン
ティブ

EZ-Doctorと連携しているデジタル通貨

パートナーは、スーパーデータノードのイ

ンセンティブとして一定の金額を配分する

ことが義務付けられております。スーパー

監査ノードは定期的な期間でインセンティ

ブを付与され、特定の数のスーパー監査

ノードがインセンティブが付与されます。

スーパー監査ノードは、監査数、監査報告

書の品質、サイクル中の監査の効率性な

ど、さまざまな側面に基づいた総合的な評

価を提供します。当期の上位にランクされ

たスーパー監査ノードに応じてインセン

ティブが付与されます。

データノード選択のために選択された

データ審査機関のスコアリングは、デー

タの価値に大きな影響を与えることがあり

ます。

スーパーデータノードの対象となる

のは、世界中に大量の医療データを保有

する機関や組織であり、インセンティブシ

ステムによって対象ユーザーが医療データ

を提供できるようになることを期待してい

ます。 EZ-Doctorは、スーパーデータノー

ドの参加を招請・登録制で募集します。
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生態システム

医療業界分析
(3) ビジネス層、主な参加者には製薬メー

カーと医療機器メーカーが含まれます。

これらは、医療サプライチェーンの重

要な部分であり、医薬品原料や機器原料な

どのマクロ経済環境要因の価格変動にある

程度敏感です。

(4) R＆Dビジネス層、主な参加者には、さ

まざまな科学研究機関やR＆D組織が含まれ

ます。

R＆D部門や収益性の高い企業組織の機

関だけでなく、科学的研究機関や、科学的

および教育的特性を持つR＆Dチームも含ま

れます。医療研究開発は、参入障壁が高

く、サイクルが長く、リスクが高いため、

強力な学歴と優れた科学研究だけでなく、

強固な研究インフラが必要とされていま

す。臨床実験段階に入るには、綿密で時間

のかかるテスト計画が必要です。多数のサ

ンプルをテストし、重要な情報とデータを

収集するために追跡します。

(5) 金融ビジネス層、主な参加者には、保

険や支払いなどの金融サービスプロバイ

ダーが含まれます。

生態システム

業務面では、医療産業の産業チェーン

は6つのレベルに分類できます：

(1) 診断と治療のビジネス層、主な参加者

は患者、医師、医療機関です。

医療サービスを受けることは、世界中

の何十億もの人々の生存と発展のための基

本的な要件であるため、ビジネスの診断と

治療のレイヤーは、データのやり取りと蓄

積が最も多いビジネス層でもあります。し

かし、医療リソースの偏在やデータセキュ

リティの隠れた危険など、深刻な問題にも

直面しています。

(2) 流通ビジネス層、主なプレーヤーは、

医療および医療機器の流通業者および物流

プロバイダーを含みます。

従来の医薬品や設備に加え、希少血液

型や臓器移植などの特殊なシナリオでの物

流の要件もあり、これらの重要な医療品は

時間に非常に敏感であり、物流に大きな課

題を抱えています。

　現在、医療業界では医療資源の偏在という深刻な問題があり、患者が医療サービス

を受ける能力だけでなく、医療業界の連鎖におけるデータの深刻な分割にも問題があり

ます。私たちが構築したEZ-Doctor生態システムには、エンパワーメント生態システム

レイヤーとイノベーション生態システムレイヤーの2つのレイヤーが含まれます。デー

タの断片化を解消し、医療ビジネスのイノベーションを促進し、医療リソースの均質化

を達成し、生産、教育、研究、政府関係者に関与することができます。 誰もが、高品

質の医療サービスを、いつでも、どこでも、オンデマンドで、経済的リスクや貧困に陥

る危険性なしに享受でき、最終的には普遍的な健康保険を実現できます。
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生態システム

高品質の医療サービスリソースを低コストでタ

イムリーに入手できます。

 しかし、社会経済の発展が比較的遅れてい

る国や地域では、医療サービス資源の供給が

深刻に不足しており、医療の質が低く、患者は

質の高い医療資源を手に入れることができない

か、質の高い医療資源を得るためのコストが高

いです。病気になると、患者さんの家族が貧困

や破産につながることがよくあります。このよ

うな状況は、社会全体の安定、繁栄、持続可能

な発展にとって深刻な脅威となっています。

2番目、データ資産の需要と供給の観点か

ら、医療リソースの不均一な分布は、深刻な

データの断片化として現れます。具体的には、

医療業界の診断と治療の面では、数十億人の患

者が医療機関や医師と直接接触しているため、

データのやり取りと蓄積が最も多くなっていま

す。これらのデータには重要な価値があり、医

療業界チェーンの他のレベルの参加者が必要と

しています。たとえば、医薬品開発者や科学研

究機関は、より良い医療サービスを提供するた

めの研究をサポートするために大量の患者デー

タを必要とします。保険やその他の金融機関

は、より信頼性の高い金融サービスを提供する

ために大量の患者データを必要とします。規制

たとえば、金融サービスプロバイダー

は、医療業界のチェーンにずっと存在しま

す。たとえば、医療レベルの患者には多数の

医療保険があり、流通および製造レベルの対

応するサプライチェーンの金融サービスプロ

バイダーがあります。 彼らはすべてのリンク

を接続し、多くのデータを収集し、それに基

づいて対応する金融サービスを提供する必要

があります。

(6)その他、主な参加者は規制当局などです

規制当局には大きな責任があり、製薬業

界チェーン全体の参加者を管理する必要があ

ります。

　　既存の医療業界の生態システムでは、医

療資源の不均一な分配という緊急に解決され

るべき重要な問題があります。

医療資源の不均一な分布は、次の2つの側面で

現れます：

第一に、医療サービスの需要と供給の観

点から、医療リソースへの偏った配分は、患

者の医療サービスへのアクセスによって明ら

かにされます。社会経済の発展が進んでいる

国や地域では、医療産業が発達しています。

それが医療研究、診断、治療、金融サービス

のいずれであっても、周辺のサービスやその

他のリソースは比較的集中しており、患者は



63

生態システム

生態の概要

生態システム

全体的に、EZ-Doctorの生態システムは、

2つの層と1つの理想で構成されています

　１番目のはエンパワーメント生態層であ

り、データの断片化の壁を打ち破り、信頼さ

れたデータ取引を実現します。EZ-Doctorは

信頼されたデータ交換プラットフォームと計

算力センターの構築を核とし、特殊疾患を参

入戦略とし、スマートコントラクトストアを

重要なアプリケーションとしています。ま

た、世界のデジタル通貨パートナーと深く協

力し、EZ-Doctorプラットフォームに

アプリケーションサービスクレジットETETと

コンピューティングサービスクレジットETEB

を提供し、信頼されたデータ共有と医療業界

のエンパワーメントを実現し、デジタル資産

の自由な流通を可能にしています；

  　2番目のはイノベーション生態層で

す。EZ-Doctorは、DApp医療アプリケーション

を促進することを重要なポリシーとして採用

しています。EZ-Doctorプラットフォームに基

づいて、ETETおよびETEBは、さまざまな医療

ビジネスシナリオでDAppの開発とアプリケー

ションを促進するメディアとして使用されま

す。 そして、医療産業ビジネスの継続的な革

新を促進し、最終的に医療産業ビジネスモデ

ルの再構築を実現します。

EZ-Doctorは、構築された生態システムの2

つ層を通じて、インクルーシブ性の高、イノ

ベーションを促し、ポジティブで持続可能な

生態システムを構築し、 医療資源の均質な分

布を実現します。 この生態システムの中で：

(1)情報データは、権利確認を通して合法的に

取引できる資産になることができます。

(2)情報データ資産は需要と供給のマッチグ

で流動化できます

(3)生態システムの参加者は皆、ポジティブな

サイクルを形成するためのインセンティブを

得ることができます。

では、状況把握や流行災害等への対応強化の

ために大量のデータが必要とします。しかし

過去の技術環境では、大規模で安全で信頼性

の高いデータ交換および共有メカニズムが存

在しないため、これらのデータが合法的かつ

効率的に供給者と需要者の間で循環すること

はありません。そのため、データの価値が十

分に活用されておらず、アルゴリズムの生成

と供給が制限され、アルゴリズムの需要が満

たされていないだけでなく、データの漏洩や

データ転売などの違法現象が多発し、データ

の所有権と利用権が混乱し、データ所有者の

正当な権利と利益を深刻に侵害しています。
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一つの理想は、普遍的な健康保険を達成

するためにEZ-Doctorエコロジーによって追

求された究極の理想を指します。EZ-Doctor

エコロジーは、生産、教育、研究に関与し、

医療業界の産業チェーン全体を再構築した

後、政府関係者にまで拡大され、世界中の政

府の主要な疾患および災害協力メカニズムを

積極的に移植し、対象となる患者グループを

対象として追求します。 経済的リスクや貧

困に陥る危険性なしに、いつでも、どこで

も、オンデマンドで誰もが同じ質の高い医療

サービスを享受できるように、人々全体に拡

大します。

エコシステムの経済的意義

1.デジタル資産の需要と供給のジレンマ

データは生成された後の使用価値があ

り、市場の誰かがそれを支払う意思がある

まで、データには価値が与えられます。一

方、データの取引が成功するとは、データが

その価値の実現を完了し、データの所有者が

データの利用者にデータの利用を譲渡した代

償としてデータの価値を受け取ることです。

ただし、信頼を保証できないため、現状の技

術的前提では、データ資産の利用は所有であ

り、「データオープン」、「データトラン

ザクション」、「データ共有」、「データ交

換」のキーワードは、「データ漏洩」とほぼ

同等です。データの所有者は、必ずしもデー

タのユーザーである必要はありませんが、

データのユーザーは、データの所有権を取得

できる必要があります。データの使用権と所

有権を区別することはできません。所有者

は、データを他のサブジェクトに公開してい

る間にデータ漏洩のリスクに直面します。こ

の場合、企業や病院などの機関が作成した

データ資産なのか、患者や消費者などの個人

が作成したデータ資産なのか。 データ資産

はどちらかというと「疑似資産」です。一度

オープンアクセスが侵害されると、プライバ

シーが効果的に保護されないだけでなく、

データの循環的な取引から継続的な収益を実

現する方法がありません。

その結果、データ所有者はデータの取引

に消極的になり、デジタル資産の需要と供給

の間に対立が生じています。第一に、リアル

タイムでの大量のデータの生産は非常に豊富

であり、それに対応して、社会の発展やイノ

ベーションはリアルタイムで行われており、

企業、研究機関、政府などのあらゆる社会参

加者から、アルゴリズムの生産や更新、さら
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にはデジタル資産の他のユーザーのニーズを

満たすために大量のデータを必要とする強い

需要があります。しかし、データ生産とデー

タ需要の間には、データがコモディティとし

て安全かつ信頼性の高い取引ができる保証は

なく、結果としてデータの供給が非常に乏し

く、データの価値抽出が非常に低いレベルで

行われ、アルゴリズムやその他の健康サービ

スソリューションなどの他のデジタル資産の

利用可能性が限られています。第二に、デー

タの生産量が非常に豊富で、データの需要が

非常に高く、データの漏洩や違法転売・窃盗

が非常に深刻であることです。

これらはすべて、データの使用権と所有

権を分離できず、データの生成、需要と供給

の3つのリンクが分割され、共同の力を形成

できず、さらにデジタル資産全体の供給ジレ

ンマにつながり、結果としてデジタル資産全

体の供給のジレンマにつながり、トランザク

ションコストが高くなり、デジタル資産取引

市場全体の開発が遅れます。

2.デジタル資産の需要と供給に対するEZ-

Doctorエコロジーの影響

生態システム

 初期段階では、EZ-Doctorエコシステ

ムはまだ確立されていません。人工知能、

ビッグデータ、ブロックチェーンテクノロ

ジーは比れ、多くの潜在的なデータニーズ

があります。ただし、データの供給が不足

しているため、データの需要も限られてい

ます。

この段階では、2つの問題と困難があり

ます。（1）データが完全にマイニングされ

ていません、（2）データ所有者の権利と利

益を保証できなくて、データを安全かつ確

実に取引できません。 上記の2つの要因に

より、データ生成とデータ供給の不一致が

発生し、データ供給が非常に小さくなり、

アルゴリズムなどの他のデジタル資産を生

成できなくなり、デジタル資産の需要と供

給のジレンマに直結し、デジタル資産取引

市場全体の発展をさらに制限しました

  初期状態：データ使用権と所有権を区

別できない→データ所有者が供給を提供す

ることはめったにない→データに対する

データユーザーのニーズを満たす必要があ

る→デジタル資産の供給と需要のジレンマ

→デジタル資産取引市場の発展は遅い
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価値が十分に活用され、データが最終的に生

産され、需要に応じて供給されるようになり

ます。 

 EZ-Doctorイノベーション生態層：イン

センティブメカニズムの確立と業務革新→

データ利用者の需要を徹底的に刺激→デー

タ価値抽出能力の向上を迫られる→データ生

産とデータ供給の格差縮小→データ需給が同

期的に拡大する。

(3)第３段階：EZ-Doctorはさらに拡

大し、社会価値の最大化を実現する

最初の2段階の開発を経て、EZ-Doctorの

エコシステムは十分に堅牢なものになり、十

分に包括的な開放性と比類のないシステムの

効率性を持っています。 この際、EZ-Doctor

では、政府との公的な協力を積極的に求め

て、政府の「大疾病災害対応」を導入するな

ど、 社会の善と福祉をより一層追求してい

きます。

3.EZ-Doctorの生態システム的価値

EZ-Doctorの価値は、データ供給からス

タートし、データ供給を拡大するための供給

側の変更を行い、エンパワーメントを行うこ

とにあります。 エンパワーメント生態層

で、信頼できるデータ取引プラットフォーム

を構築することで、取引コストの削減と効率

化を実現する環境を構築し、データ所有者が

あえて供給する勇気を持ち、供給する意思を

持ち、積極的に供給し、データの需給バラン

スを促進します。 そして、イノベーション

生態層を構築することで、ユーザーの

データ需要をさらに刺激し、データ需要を利

用したデータ生産とデジタル資産の需給の好

循環が形成され、デジタル資産の需給の同時

拡大が可能となり、EZ-Doctorのエコシステ

ムがさらに繁盛していることを促進します。

EZ-Doctor 生態は、開発と進化の2段階

でデジタル資産の需給のジレンマを解決し、

さらに第3段階の開発を追求し、社会福祉を

追求します。

(1) 第１段階：EZ-Doctorによるエンパ

ワーメントエコロジー層の構築とサプライ

サイドの改革

データ信頼取引プラットフォームは、

データの所有と使用権利を明確に区別し、ブ

ロックチェーンテクノロジーを利用して、

データ資産が利用でき、所有できないように

することで、取引コストを削減し、データの

供給を自由にします。データ資産は、プ

ラットフォーム上で迅速かつ公正かつ安全に

取引でき、データの需要と供給が一致してい

ます。これに伴い、アルゴリズムをはじめ、

ヘルスケア・インテリジェンス・ソ

リューションや保険などのデジタルアセット

が供給のために大量に生成されるようにな

り、デジタルアセットユーザーのニーズに応

え続け、デジタルアセット取引の市場は繁栄

に向かっています。

EZ-Doctorエンパワーメント生態層：

データの信頼できる取引プラットフォー

ムの構築→データの供給を解放→データの需

給を満たす→デジタル資産の供給を引き上げ

る→デジタル資産の需給を満たす→デジタル

セット取引の市場は繁栄に向かっている.

(2)第2段階：EZ-Doctorは革新的なイ

ソベーション生態レイヤーを構築し、需要

側を引き上げます

EZ-Doctor生態システムの下でのビジネ

ス革新により、デジタル資産の需要が完全

に解放され、ビッグデータやクラウドコン

ピューティングなどのテクノロジーの急速な

発展が促進されます。これにより、データの
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量的変化を通じて質的変化を引き起こす一連

の革新の後、データの断片化の状態の下で形

成された元の医療業界の連鎖生態学は破壊さ

れ、医療業界のすべてのレベルの参加者がよ

り緊密に連携し、EZ-Doctorエコシステムが

医療産業全体のビジネスモデルの最適化と再

構築を推進することになります。

EZ-Doctorによって再構築された医療業

界の生態システムにおいて:

1.保険、研究機関などのデータ資産の利用者

のためのEZ-Doctorエコシステムでのデー

タが利用できるか所有できないため、機

密データの使用の一般化を実現できるた

め、データの漏洩や関連する法的リスクを

心配することなく、スムーズに使用できま

す:

2.データ資産所有者にとって、EZ-Doctorエ

コシステムが提供する一連のデータツー

ルを使用してデータを標準化し、データの

使用権利を販売できることにより、収益と

インセンティブを取得します。自分のデー

タの使用価値を十分に活用して、自分の

データに市場取引と良好な収益の価値を実

現させます；

EZ-Doctorの使命は、医療業界にサービ

スを提供することです。EZ-Doctorの生態ロ

ジービジョンは、医療業界におけるデータの

断片化の現状を打破し、医療業界のすべての

関係者に深く力を与え、医療業界のビジネス

イノベーションを積極的に推進し、最終的に

は医療業界のビジネスモデルの最適化を支援

し、 医療資源の均質化と普遍的な健康保険

の達成を実現することです。

EZ-Doctorのエコシステムは、エンパ

ワーメントとイノベーションのエコロジカ

ルレイヤーの間に、段階的な関係がを持って

います。 EZ-Doctorエンパワーメントエコシ

ステム層の後、ヘルスケア産業チェーンの

データの流通を開きます。 デジタル資産は

どんどん蓄積され、活用されていきます。 

EZ-Doctorイノベーションエコシステムに

よって提供される多様なインセンティブメカ

ニズムの下で、業界チェーンの特定のシナリ

オのニーズに対応するさまざまなDAppが引き

続き出現し、ビジネスイノベーションを継続

的に促進し、既存の医療業界チェーンのすべ

ての参加者の協力関係を最適化します。

生態システム
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EZ-Doctorは、個人・ビジネスユーザーの

計算力をベースに、今後も世界中で新たなコ

ンピューティングパワーリソースを開発して

いきます。 ユーザーのデータ交換とデータ

コンピューティング体験を強化し、より少な

いリソース消費でより多くの価値を創造しま

す。 同時に、ユーザーにより良いサービス

を提供するために、世界中のパートナーや専

門チームに頼って、世界中にコンピューティ

ングパワーセンターを展開し最小限の投資で

コンピューティングパワーの投資家が確実に

安定した収益を得られるようにします。

データセンターの配置

生態システム

3.アルゴリズム資産の所有者は、EZ-Doctor

エコシステムで知識とスキルをアルゴリズム

とソリューションに変換して販売します。こ

れにより、独自の医療知識とスキルの共有の

利便性と市場化を実現し、独自の医療の理想

的な価値を実現できて、 自らの知識を上手

く活用し、独自の価値を実現できるようにし

ます;

4. 最終的には、何十億人もの患者がいつで

もどこでも必要な医療資源にアクセスできる

のはEZ-Doctorの生態システムの目標で

す。EZ-Doctor生態システムは、患者が病気

を治して、支払いをすることを可能にする普

遍的なヘルスカバレッジを実現します。

ユニバーサルヘルスカバレッジは、2013年に

国連によって推進された概念です。その目標

は、すべての人々が大きな経済リスクや貧困

のリスクなしに必要なヘルスサービスにアク

セスできるようにすることです（WHO2013）

EZ-Doctor エコシステムは、まず、信頼で

きるデータ取引プラットフォームを構築する

ことで、すべての関係者に深いエンパワーメ

ントを与え、すべての人々が必要なものにア

クセスできるように、積極的にイノベーショ

ンを推進していきます。 第二に、公共福祉

インセンティブシステムとクレジットシステ

ムを確立します。 誰もが購入できるよう

に、段階的な医療金融商品を患者に提供しま

す。

エンパワーメント生態

レイヤー

EZ-Doctorエンパワーメント生態システ

ムレイヤーでは、ブロックチェーンやその他

のテクノロジーの深いアプリケーションを使

用して、信頼できるデータ取引プラット

フォームを構築し、特定の病気から切り出

し、デジタル資産の供給側の改革を実行しま

す。 複雑で無秩序な診断・治療データの流

れはすべて識別可能、追跡可能、取引可能に

なり、最終的にはデータ資産を形成し、医療

業界の「データサイロ」現象を打破し、診

断・治療の効率をさらに向上させ、医療業界

を強化することができます。

信頼できるデータ交換プラットフォ 

ームの構築

EZ-Doctorは、「安全なマルチパーティ

暗号化操作」やサンドボックスデータ転送な

どのテクノロジーを使用して、データ所有

権、データ使用権、およびデータ実行権の

「3つの権限の分離」を実現できます。デー

タはチェーン上になく、チェーン上のデータ

カタログのみ、データ所有権はサプライヤー

に所有されます。データ交換プラットフォー

ムはデータを格納しませんが、データはサン

ドボックスにカプセル化され、サンドボック

スのキーを持っている者だけがデータを見る

ことができます。 このようにして、機密

データは、データ漏洩を引き起こさずに信頼

できるトランザクションであり、関係者に価

値を生み出すことができます。
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デジタル資産取引メカニズムの確立

生態システム

スマートコントラクトの設計では、EZ-

Doctorが「domino」モデルを導入します。こ

れにより、スマートコントラクトの設計が

ハードコードからビジュアル描画法に変更さ

れ、契約設計機能がビジネス担当者に解放し

ています。スマートコントラクト管理では、

スマートコントラクトテンプレート、製品お

よびコントラクト実行の3層構造を使用して

スマートコントラクトを管理し、スマートコ

EZ-Doctorでは、「ETET」、「ETEB」

と「スマートコントラクトストア」を通じて

デジタル資産を取引する仕組みを定義してい

ます。ETETは、プラットフォームユーザーの

定期的な支払いと決済を支援するために使用

されます。デジタルアセット利用者は、デジ

タルアセット所有者にETEBを支払うことで、

必要なデジタルアセットを手に入れることが

できます。ユーザーの使用習慣を考慮し

て、ETEBは、支払いと決済をよりよく完了す

るために、フィアット通貨にアンカーした

ステーブルコインを使用します。

スマートコントラクトストアは、C2Cの

1つ医療知覚スマートコントラクト取引プ

ラットフォームであり、完全なマルチモー

ド対外サーバー（BaaSサービス+ APIサービ

ス+APPアプリサービス）を備えています。ス

マートコントラクトストアは、デジタル資産

のコモディティを、アルゴリズム（知識）、

データ、演算力の3つに分類して取引するこ

とで、取引の公平性を実現しています:

拡張性の高いエコシステムの構築

EZ-Doctorは新しいスマートコントラク

トテクノロジーを使用して、現在ブロック

チェーンと緊密に統合されているスマート

コントラクトを完全に取り除き、各チェー

ンが複数の契約エンティティにサービス

を提供できるようにします。各契約エンティ

トィは複数のブロックチェーンを運用でき、

ブロックチェーンシステムの異種コラボレー

ションとスケーラビリティを根本的に解決

し、契約のクロスチェーンアクセスとアプリ

ケーションシナリオの一般化を促進します。

マルチチェーンとマルチ契約の実現と拡張性

が高いことにより、医療業界のすべての関係

者に信頼できるデータ交換と共有プラット

フォームを構築するための強力な技術サポー

トと保証を提供します。

超簡単なスマートコントラクトの応
用

ントラクトのクエリ、編集、および監査を

視覚的に実行します。スマートコントラク

ト監視では、スマートコントラクトを複数の

方向で視覚的に監視できます。スマートコン

トラクトの設計、管理、監視を視覚化するこ

とで、スマートコントラクトの普及・活用が

大きく促進されます。
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(1) アルゴリズム取引

EZ-Doctorエコシステムでは、一流の医

療専門家の医学知識や治療法がスマートコン

トラクトで形式化されると、スマートコント

ラクトストアで有料で共有されます。EZ-

Doctorは「新規契約を継続的に開発する→ス

マートコントラクトストアの取引でスマート

コントラクトの有効性に応じて価格が設定さ

れる→有効性に応じてより最適化された契約

が開発される」ことで、スマートコントラク

トの自己成長エコシステムを構築し、スマー

トコントラクトストアの取引で契約部品に産

業応用価値を与え、より良いスマートコント

ラクトを開発することを奨励しています。

    また、スマートコントラクトストアを

ベースに私たちは、適切な製品コンポーネン

トと開発ツールでアルゴリズム開発者を積極

的に支援しています。それをエンパワーし、

医療専門家との連携を促進し、 アルゴリズ

ム開発の効率化を図ります。

(2) データ取引

病院だけでなく、医療提供者などの重要

なデータソースは、データをクリーンアップ

して整理し、スマートコントラクトストアに

入れ、そこで取引されて公正な価格設定が行

われるようになります。

　　同時に、スマートコントラクトストア

をベースとしたデータ取引の一次市場の形

成を積極的に推進しています。ヘルスケア業

界では、ウェアラブルデバイスを介して一般

の人がアクセスする患者データや健康情報な

どの個別のデータソースから、大病院や医療

機関が保有するデータなどの機関別データ

ソースまで、複数のレベルでデータが流通し

ています。個人の専門知識やスキルには限り

があるため、病院などが個人の顧客からデー

タを取り出して集計し、スマートコントラク

トストアで販売できるような取引に適した

生態システム

データを作成する可能性が高くなっています。

このロジックは、当初は個人の大家さんが中心

だった賃貸市場と似ていますが、専門的な制約

から、市場の発展とともに個人の大家さんが長

期賃貸会社に物件を譲るケースが増え、徐々に

長期賃貸会社を主な供給先とする賃貸市場が形

成されていきました。そのため、法則を尊重

し、データ取引の一次市場の発展と成長を促進

するための条件を積極的に作り、機関がデータ

資産の運用者に変身できるようにするための製

品コンポーネントを積極的に開発し、提供して

います。

(3) 計算力取引

計算力の提供者が計算力が提供し、スマート

コントラクトストアでの計算力とトレードし

ます。

イノベーション生態レイヤー

イイノベーション生態レイヤー

イノベーション生態レイヤーでは、EZ-Doctor

は健全なエコインセンティブを確立するた

め、デジタル資産のデマンドサイドで盛り上

げ、様々なDApp開発者やイノベーターにデジ

タルアセットオーナーとのコラボレーション

を促し、エンパワーメントレイヤーで作成さ

れたデータ資産を活用することができま

す。EZ-Doctorは、DApp開発者やイノベーター

が、専門分野のDApp開発やイノベーションをナ

ビゲートするためのプラットフォームを提供す

るとともに、様々なDAppプリケーションの流通

チャネルやクラウドファンディング開発チャネ

ルを提供して、DApp開発者やイノベーターのマ

ネタイズ実現を支援します。遂に生産・勉強・

研究に携わり、医療業界の上流・下流企業の連

携/最適化を実現します。
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医療事業の継続的なイノベーション

応えるために、医療事業のイノベーションを

継続的に推進します。

スマート診断・治療DApp、階層型診

断・治療DApp、遠隔医療DApp、大規模キュー

サービスDAppと難病補助診断DAppを含むが、

これらに限定されません。

生態システム

EZ-Doctor生態システムにおいて多数の

DApp開発者、イノベーター、計算力プロバイ

ダー、デジタルアセット提供者、デジタルア

セットのユーザーがますます増えてきて、さ

まざまな特定のヘルスケアビジネスシナリオ

におけるDAppsの数も増えています。ヘルス

ケアチェーンの様々な参加者のニーズに
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ロードマップ

ロードマップ
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コアチーム

コアチーム

中国のブロックチェーン企業の最初

バッチのR＆D企業であり、清華大学、産業

情報技術省は国内のトップ100のブロック

チェーン企業の中で6位に選ばれて、国務

省財務省パブリックチェーンの最高戦略

パートナーで、中関村ブロックチェーン産

業同盟のメンバーで、産業情報部グリーン

産業連合会会員で、広東省地域革新研究協

会の事務局長単位です。

JWotch

JWotchホールディングは、スマート

ウォッチ業界のリーダーである老齢介護-

「楽聆」というコミュニティホームス

マート老齢介護の新しいモデルの作成に取

り組んでいます。 この国には、12万人の

ユーザー、50以上の支部、および300以上

の共同病院があります。 2018年には、産

業情報技術省、民政省、保健家族計画委員

会により、スマートペンションスター製品

として評価されました。

普恵医学

普恵医学は、国内の医療自己診断システ

ムのパイオニアです。同社には約100人の

トップの医療専門家、医師、学者がいま

す。独自のハイテク人工知能プラット

フォームと医療知識に基づいて、今日の

トップの一般医療を統合するのに17年か

かりました。 エビデンスに基づく医学、

医療行為の概念などは、臨床実践に使用

できる世界で唯一の一般的な医療スマー

ト診断プラットフォームを慎重に構築

し、誰もが利用できる唯一の一般開業医

です。

聚農テクノロジー
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正态テクノロジー何十年もの間、通常の

科学技術によって研究開発されてきた通

常の平水は、人間が水分子エネルギーと

水分子力学を研究するための先例を作り

出しました。平水は、細胞膜と血液脳関

門を正常に破り、生命代謝活動を包括的

に促進し、細胞機能を包括的に改善し、

細胞の活力を高めます。糖尿病、高血

圧、高脂血症、脳卒中がん、その他の慢

性疾患などのさまざまな慢性疾患を予防

および促進します 、人体に最適な「ス

カベンジャー」であり、人の健康を促進

し、生活の質を向上させます。

中国光彩事業基金会

北京中医薬大学

正态テクノロジー

中国光彩事業基金会は、民政部の監督の

下、民政部に登録された全国公募の基金

会です。2005年12月28日に正式に設立さ

れました。公共の福祉に奉仕し、都市部

（農村部）を中心とした医療・保健・介

護の生活圏を構築することを目的として

います。

北京中医薬大学は伝統医学に基づき、

肉体的および精神的レベルから病気の

本質を示し、「心身統一、天と人の統

一、病前予防」という健康概念を広め、

現代のフロンティア科学を統合し、最終

的に人体の陰陽のダイナミックなバラン

ス、人間と自然環境のバランスと調和、

人間と万物の調和を実現します、これは

人間の健康とウェルネスの永続的な追求

です。

コアチーム
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コアチーム

分散型ライフバンク

分散型ライフバンクは、消費者のデータ

と細胞の保存プロセスをブロックチェー

ンに入力し、細胞の消費を透明化し手

頃な価格にします。 北科バイオ、中生

健跋、原能グループ、中建グループ、ボ

アオ国際病院、ボアオスーパー病院、中

日友好病院と長期的な協力関係を築いて

きました。
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